
エコバッグ

（マイバッグ）を

持ち歩こう

レジ袋有料化に関する問合せはこちら 制度の内容など詳しくは、

右のＱＲコードから

ご確認ください

　プラスチックは、非常に便利な素材です。成形しやすく、軽くて丈夫で密
閉性も高いため、製品の軽量化や食品ロスの削減など、あらゆる分野で私た
ちの生活に貢献しています。一方で、廃棄物・資源制約、海洋プラスチック
ごみ、地球温暖化などの課題もあります。私たちは、プラスチックの過剰な
使用を抑制し、賢く利用していく必要があります。
　このような状況を踏まえ、令和２年７月１日から、全国でプラスチック製
買物袋、いわゆるレジ袋の有料化を行うこととなりました。
普段何気なくもらっているレジ袋を有料化することで、それ
が本当に必要かを考えていただき、私たちのライフスタイル
を見直すきっかけとすることを目的としています。
　皆さんも、レジ袋有料化をきっかけに自身のライフスタイ
ルを見つめ直し、エコバッグを持ち歩くなど、できるところ
からプラスチックを賢く使う工夫をしてみましょう。 
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　３月31日付で、退職された田
山一精さん（写真右：教育振興
課主幹兼学校給食センター係
長）と２年間の派遣期間満了に
より、球磨村立渡小学校長とし
て赴任された犬童裕美さん（教
育振興課審議員兼指導主事）

ー退職者・退任者ー長い間お疲れ様でした。

ー新規採用職員ーよろしくお願いします！新人です。
4月1日採用

5月1日採用

令
和
２
年
度

　

錦
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役
場
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織
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制

職
員
95
人
、
会
計
年
度
任
用
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員
、

派
遣
職
員
等
62
人
、
総
勢
1
5
7
人

の
新
し
い
体
制
と
な
り
ま
し
た
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●税務課
課長
主幹兼税務係第１係長
税務係第２係長
税務係
税務係
税務係
税務係
税務係
税務係
税務係

森山　毅宏
簑田　俊哉
今田　好昭
新川　千文
深水　達也
山口　隆治
久保田幸宏
河﨑　孝博
黒木　翔太
久留　優太

●出納室
会計管理者兼会計係長
出納室会計係
出納室会計係

白川　裕美
尾方　涼祐
園林　沙恵

●農業委員会
事務局長兼農地係長
農地係

山園　琢磨
大村　恵美

●健康保険課

●保健センター

課長
主幹兼保険・年金係長
保険・年金係
保険・年金係
保険・年金係
保険・年金係
高齢者支援係長
高齢者支援係
高齢者支援係
高齢者支援係
高齢者支援係

健康増進係長兼高齢者支援係
健康増進係兼高齢者支援係
健康増進係兼高齢者支援係
健康増進係兼高齢者支援係
健康増進係兼高齢者支援係

小林　由比
大森　光春
濱田由佳子
福田　朱音
尾方　　楓
沖松　蒼太
永田紀久美
樫山　順治
守永幸太郎
蓑毛　正敏
柳瀬　　咲

鶴嶋　由加
藤川　絹代
桒原　香織
塚本　有喜
嶋田由紀子

●住民福祉課
健康増進係兼高齢者支援係

課長
住民係長
住民係
住民係
住民係
主幹兼子育て支援係長兼環境係長
子育て支援係兼環境係
子育て支援係兼環境係
子育て支援係兼環境係
環境係
福祉係長
福祉係
福祉係
福祉係

岩﨑穂奈美

髙波　昌一
河津　清臣
上野　　綾
迫　　聖奈
堀川　夢華
東　　貴志
新川　貴宏
上原　　望
合原　美紀
深水　　空
馬場　和広
増田　亜希
寺原かおり
阿部　和也

●総務課
課長
主幹兼行政係長兼消防交通・管財係第１係長
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山富　照巳
吉田　誠二
矢野　智浩
植薄　美保
上田　聖也
山口　貴大
濱﨑　浩嗣
宮原　純希

管理工務係
管理工務係
管理工務係
管理工務係
管理工務係
管理工務係

園田　裕憲
塩井　ゆき
鎌田　直樹
岡村　　諭
樅木　右京
岡村　和馬

●地域整備課
課長
主幹兼管理工務係第１係長
管理工務係第２係長
管理工務係

尾方　良一
髙山　拓二
長友　　崇
東　　利孝

●企画観光課
課長
課長補佐
主幹兼企画情報調整係長
企画情報調整係
企画情報調整係
主幹兼企業誘致推進係長
企業誘致推進係兼企画情報調整係

深水　英雄
齊藤　裕則
蓑田　和也
上原　　亨
古賀　翔馬
中村　裕二
坂本　瑞恵

●農林振興課

主幹兼地域振興係長
地域振興係
地域振興係

蓑田　興造
手柴　智晴
吉村　　心

課長
主幹兼農林振興係第１係長
農林振興係第２係長
農林振興係
農林振興係
農林振興係
農林振興係
農林振興係
農林振興係

有瀬　耕二
山本　直樹
桑原　　裕
髙橋　功二
迫　　英志
柳瀬　秀平
久保山護熙
寺田　　伎
𠮷川　美和
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町長室 副町長室

企画観光課 農林振興課
選管

図書室
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２つの課で係の統合に伴う「係名変更」
がありました。
　　　　　　　変更前　　　変更後

地域整備課　管理係　　　管理工務係　　　　　　工務係

農林振興課　農政係　　　農林振興係　　　　　　耕地林務係

古賀　翔馬　21歳
 こ   が　   しょうま おきまつ　 そう た

【配属先】
　企画観光課　企画情報調整係

【趣味・特技】
　映画・ドラマ鑑賞、読書

【ひとこと】
　錦町木上出身です。
　昨年度１年間、錦町立人吉海軍

航空基地資料館でガイド業務などに従事していました。そ
こで得た経験を活かしていきたいと思います。
　また、毎日しっかり働くためには健康面は大切なので、
体づくりを目的として、筋トレとランニングを始めました。
腹筋が割れるまで、ずっと続けます。
　主な担当業務はあいねっと放送のアナウンサーです。各
ご家庭に素敵なお知らせが出来るよう頑張ります。

【配属先】
　健康保険課　保険・年金係

【趣味・特技】
　映画鑑賞、スポーツ全般

【ひとこと】
　あさぎり町出身です。
　人のために何かすることがとて

も好きで、人付き合いがとてもいいほうと言われています。
誘われたら断れない性格をしています。
　映画は、邦画から洋画まで分け隔てなく鑑賞しています。
体を動かすことがとても好きで、サッカーとバレーが特技
です。もっと上達したいスポーツは野球です。助っ人が必
要でしたらご連絡ください。 

沖松　蒼太　19歳

阿部　和也　22歳
あ　べ　   かず や おかむら　 かず ま

【配属先】
　住民福祉課　福祉係

【趣味・特技】
　野球観戦・卓球・読書

【ひとこと】
　人吉市出身です。
　野球観戦が好きで、高校野球や

プロ野球を見るために野球場に通っていました。体を動か
すことも好きで、朝にランニングしたり、友人と卓球をし
たりしています。
　５月から錦町で一人暮らしを始めます。見かけたら声を
かけていただけると嬉しいです。これから錦町のために精
一杯働かせていただきます。よろしくお願いします。 

【配属先】
　地域整備課　管理工務係 

【趣味・特技】
　陸上 ・漫画鑑賞

【ひとこと】
　錦町一武出身です。
　昨年度一年間は建設業で施工管

理職に従事していました。
　幼いころから活発に動いていたので、陸上などの運動が
得意です！ 
　この生まれ育った錦町が大好きなので、より良い町にす
るために貢献したいです。 
　これから多くのことを学びながら心身ともに成長してい
きたいと思いますのでどうぞ宜しくお願いします！

岡村　和馬　19歳
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【ひとこと】
　錦町木上出身です。
　昨年度１年間、錦町立人吉海軍

航空基地資料館でガイド業務などに従事していました。そ
こで得た経験を活かしていきたいと思います。
　また、毎日しっかり働くためには健康面は大切なので、
体づくりを目的として、筋トレとランニングを始めました。
腹筋が割れるまで、ずっと続けます。
　主な担当業務はあいねっと放送のアナウンサーです。各
ご家庭に素敵なお知らせが出来るよう頑張ります。

【配属先】
　健康保険課　保険・年金係

【趣味・特技】
　映画鑑賞、スポーツ全般

【ひとこと】
　あさぎり町出身です。
　人のために何かすることがとて

も好きで、人付き合いがとてもいいほうと言われています。
誘われたら断れない性格をしています。
　映画は、邦画から洋画まで分け隔てなく鑑賞しています。
体を動かすことがとても好きで、サッカーとバレーが特技
です。もっと上達したいスポーツは野球です。助っ人が必
要でしたらご連絡ください。 

沖松　蒼太　19歳

阿部　和也　22歳
あ　べ　   かず や おかむら　 かず ま

【配属先】
　住民福祉課　福祉係

【趣味・特技】
　野球観戦・卓球・読書

【ひとこと】
　人吉市出身です。
　野球観戦が好きで、高校野球や

プロ野球を見るために野球場に通っていました。体を動か
すことも好きで、朝にランニングしたり、友人と卓球をし
たりしています。
　５月から錦町で一人暮らしを始めます。見かけたら声を
かけていただけると嬉しいです。これから錦町のために精
一杯働かせていただきます。よろしくお願いします。 

【配属先】
　地域整備課　管理工務係 

【趣味・特技】
　陸上 ・漫画鑑賞

【ひとこと】
　錦町一武出身です。
　昨年度一年間は建設業で施工管

理職に従事していました。
　幼いころから活発に動いていたので、陸上などの運動が
得意です！ 
　この生まれ育った錦町が大好きなので、より良い町にす
るために貢献したいです。 
　これから多くのことを学びながら心身ともに成長してい
きたいと思いますのでどうぞ宜しくお願いします！

岡村　和馬　19歳

3 広報錦  2020 年 6 月号



●総務課

●１F

●3F

●２F

山口　親秀 
横井　隆範 
前原　陽子

椎葉　高子 
前田　友子

●企画観光課 平本　真子 
今岡　千晶 
松本　一洋 
池田　　梓 
池田　加奈 
福岡　幸博 
土肥　春菜 
平見　輝世 
高田　春菜 
三輪　将人 
東　　千尋 

小俣　誠子 
篤川　睦代 
中村　文子 
上村　素子 
磯田　京子
甲斐　嘉億
大塚千津香
小嶌　貴美
竹下　和子
上野美津子
川村　恵美
津山　拓郎
清水　一秋
松本　弘美
中村　秋美
前原紗侑莉

●住民福祉課

●健康保険課

●農業委員会

●農林振興課

●地域整備課

●教育振興課

蔵座　光則
西　　孝幸
幸野　真琴
中村　美保
園田なつみ
塩本　浩一
志波　典明
上野磨美子
川原　美紀
松村　詩子
後藤　昭枝
桒原由紀子
村並　里紗
舟戸さゆり
横井　幸子

竹長　由美
米　　智子
園川　祥子
大園　一代
堀江しおり
松本　龍幸
藤原あゆみ
三輪　千晴
右田　貴子
森永　千夏
串間　繁晴
山下　敏弘

カーラ　ペティート
メーガン　イートン

プレストン　ダンラップ

●議会事務局
事務局長併監査委員事務局長
書記併監査委員事務局書記

上野　陽一
山本　幸子

●教育振興課
課長
主幹兼学校教育係長

岩尾　和文
塩井　裕樹

地域振興係（広域行政組合派遣）
行政係（熊本県派遣）

桒原　欣也
山口　衿加

学校教育係
学校教育係
社会教育係長
社会教育係
社会教育係
課長補佐兼学校給食センター係長

渡邊　一郎
守永　涼弥
大村　崇史
淋　　英将
今村晋太郎
松田こずえ

校
学

係
育
教

会
社

係
育
教

議　　場

議　員　控　室 3　階　会　議　室正副
議長室

会議室
301

教育振興課

議会
事務局

3 F  フ ロ ア

出 向 ・ 派 遣

錦町各課等の電話番号

会計年度任用職員・派遣職員 等

住民福祉課
（①番窓口） 38-1112

38-1113
38-4020

38-1114
38-1485
38-1633

住民係　町民相談室　福祉係　
子育て支援係　環境係
保険・年金係　高齢者支援係
包括支援センター

税務係

農地係
会計係

健康保険課
（②番窓口）

税 務 課
（③番窓口）

農業委員会
出 納 室

38-4450
38-4421

学校教育係　社会教育係
事務局

教育振興課
議会事務局

38-2048
38-2033

健康増進係
学校給食センター係

保健センター
学校給食センター

38-4949
38-4418

38-4419

38-4948

管理工務係

企画情報調整係　地域振興係
企業誘致推進係

農林振興係

38-1111
　（代表）

行政係　財政係
消防交通・管財係

総 務 課
（①番窓口）

地域整備課
（②番窓口）

企画観光課
（③番窓口）

農林振興課
（④番窓口）
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第
1
分
館

第
2
分
館

第
3
分
館

第
4
分
館

第
5
分
館

第
6
分
館

第
7
分
館

第
8
分
館

第
9
分
館

第
10
分
館

第
11
分
館

第
12
分
館

第
13
分
館

第
14
分
館

第
15
分
館

第
16
分
館

第
17
分
館

第
18
分
館

第
19
分
館

第
20
分
館

第
21
分
館

第
22
分
館

第
23
分
館

第
24
分
館

第
25
分
館

第
26
分
館

西
　
　
孝
幸

下
田
　
一
幸

中
村
　
秀
和

野
々
原
　
茂

田
村
　
伸
二

那
須
　
雅
秀

尾
方
　
直
俊

井
上
　
　
定

福
永
　
博
樹

深
水
　
勇
治

丸
山
　
　
亨

東
　
　
貴
志

岩
崎
　
啓
己

伊
髙
　
良
己

深
水
　
浩
晴

髙
田
　
一
典

嶋
田
　
重
孝

豊
永
　
一
男

那
須
　
忠
信

中
竹
　
一
之

佐
藤
　
　
正

犬
童
　
　
貴

上
田
　
正
継

池
田
　
昭
博

鶴
田
　
朋
香

松
山
　
　
勇

主
事
一
覧

密集をさけるため、会議は体育館で行われました。

新
区
長（
分
館
長
）・
分
館
主
事
の
ご
紹
介

　
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
、
新
し
い
区
長
と
主
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
４
月
24
日
に
区
長
（
分
館
長
）
・
主
事
合
同
会
議
が
錦
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
行
政
事
務
委
託
契
約
、
配
付
物
、
防
災
な
ど
の
説
明
と
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
後
、
区
長
会
役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
　長
　髙
橋
　秀
明
　（第
13
区
）

副
会
長
　市
田
　
　昇
　（第
2
区
）

副
会
長
　佐
藤
　忠
則
　（第
23
区
）

会
　計
　桒
原
　和
親
　（第
12
区
）

監
　事
　川
嶋
　清
勝
　（第
7
区
）

監
　事
　坂
井
　昭
晴
　（第
24
区
）

第 1 区長
大坂間　弘美

第 5 区長
中村　義德

第 9 区長
永岡　春記

第 13 区長
髙橋　秀明

第 17 区長
園田　東洋

第 21 区長
河﨑　忠雄

第 2 区長
市田　昇

第 6 区長
橋村　宜隆

第 10 区長
武田　士

第 14 区長
福本　王雅

第 18 区長
川越　早男

第 22 区長
福嶋　良一

第 25 区長
上野　修

第 26 区長
串間　繁晴

第 3 区長
愛甲　典義

第 7 区長
川嶋　清勝

第 11 区長
髙田　哲比古

第 15 区長
川嶋　浩文

第 19 区長
福岡　末雄

第 23 区長
佐藤　忠則

第 4 区長
賀久　清史

第 8 区長
田代　幸介

第 12 区長
桒原　和親

第 16 区長
角田　秀美

第 20 区長
蓑田　清春

第 24 区長
坂井　昭晴
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１階窓口に設置された衝立（４月20日設置）

新型コロナウイルス飛沫による感染防止へ
役場庁舎窓口カウンターにアクリル板設置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急

事
態
宣
言
が
全
国
へ
拡
大
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
庁
舎
窓
口
に
ア
ク

リ
ル
製
の
衝
立
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
高
さ
約
70
セ
ン
チ
・
幅
約
１
５

０
セ
ン
チ
。
１
階
に
16
枚
、
２
階

に
6
枚
設
置
。
支
柱
は
木
製
で
、

下
部
は
書
類
の
受
け
渡
し
が
出
来

る
隙
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
毎
日
実
施
し
て
い
る
カ
ウ
ン

タ
ー
、
椅
子
、
手
す
り
な
ど
の
消

毒
や
マ
ス
ク
着
用
の
対
応
と
あ
わ

せ
て
、
よ
り
安
心
し
て
来
庁
い
た

だ
け
る
よ
う
全
て
の
窓
口
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

寄付　ありがとうございました
新型コロナウイルス対応に役立たせていただきます

　
５
月
１
日
、
常
楽
酒
造
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
　
米
来
　
健

さ
ん
か
ら
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
（
５

０
０
㎖
）
３
０
０
本
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
、
旺
盛
産
業
株
式
会

社
代
表
取
締
役
　
李
中
剛
さ
ん
・

株
式
会
社
Ｋ
Ｇ
Ｔ
代
表
取
締
役
　

謝
利
慶
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
マ

ス
ク
２
千
枚
、
計
４
千
枚
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

小中学校臨時休校期間の長期化
児童生徒へ家庭学習用タブレットパソコンを配付

学習ソフトの使い方を再確認する児童たち

　
臨
時
休
校
期
間
中
に
設
け
ら

れ
た
登
校
日
と
な
っ
た
５
月
１

日
、
各
小
学
校
で
は
宿
題
プ
リ

ン
ト
の
配
付
と
あ
わ
せ
て
、

５
・
６
年
生
を
対
象
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が
配
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成
26

年
度
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

で
各
小
中
学
校
に
配
備
さ
れ
た

も
の
で
、
主
に
授
業
中
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
期
化

す
る
休
校
期
間
中
の
学
習
内
容

を
検
討
し
、
よ
り
学
習
意
欲
を

高
め
る
た
め
教
育
委
員
会
で
配

付
を
決
定
。
自
宅
学
習
教
材
の

一
つ
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

個
別
学
習
用
ソ
フ

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
と
は
異
な
り
、

ネ
ッ
ト
に
繋
げ
る

必
要
が
な
く
安
心

し
て
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
５
月

７
日
の
登
校
日
に

は
、
中
学
校
全
生

徒
に
も
配
付
さ
れ

ま
し
た
。

交際費執行状況表（4 月分）
  支払日　                       件　　　　名                                    金　額 　      相 手 先
町長

議長

4月　8日
4月　8日
4月 22日
4月　8日

球磨村長選挙当選に伴うお樽
職員採用試験に伴う試験官へのお礼（苺：3人分）
熊本県たばこ耕作組合錦支部耕作者大会副賞（長靴）
球磨村長選挙当選に伴うお樽

３，７５０円
４，８００円
２，４０９円
３，７５０円

松谷浩一後援会事務所
試験官
熊本県たばこ耕作組合錦支部
松谷浩一後援会事務所

新型コロナウイルス感染防止について
　「五月来ぬ心ひらけし五月来ぬ：星野立子」新緑まぶしい木上村松・高原集落から相良村一帯は、県下一番の
広大な茶畑（表紙写真）がひろがります。すでに、一番茶の摘みとりや製茶加工も一段落し、風味香る新茶を出
荷されていますが新型コロナウイルスの影響から、前年比3割程度の減収もあるようで「心ひらけし」とは、遠
い感じがいたします。
　4月16日、政府は新型コロナウイルス緊急宣言を全国に拡大しましたが、その後、5月14日、特定警戒都道府
県を除く39県の緊急事態宣言解除を、21日には、残り特定警戒3府県を、25日には全て解除しました。外国に比
べ医療体制の不備や対応の遅れが露見し感染者が止まず、皆さんには不安を抱くがまんの生活であったと思わ
れますが、国民性である衛生管理意識や自己制御意識、また一人ひとりの努力により感染者は減少し、緊急事態
宣言が解除され「あと一歩」まできています。
　ところで、町商工会の新型コロナ実態調査によると、10％から40％減収が64事業者、50％から売上0％が46
事業者にのぼり、特に飲食業などで厳しい状況になっています。
　これまで、町単独のプレミアム商品券、産業振興基金・奨学金返還猶予、雇用支援、農業支援金保証料補助、
給食費2千円補助などの支援を行っていますが、アンケートでは追加の対策を望まれていますので、追加予算を
組み、商業者・農業者が持続出来るよう、そして、皆さんが安心して生活できるよう図ってまいります。
　専門家の間では、第2波は確実に来るという考えが常識です。皆さんには、これまでどおり、マスク、手洗い、
3密を避け、相手との距離を保つ、生活のリズムをお願いします。次に備えた行動をしてまいりましょう。

梅雨入り近し
　今日から6月。タバコの収穫や田植えが始まると、梅雨期に入ってきます。
　例年では6月初旬から7月中旬にかけ、年間降水量の半分（950ミリ）程度が、集中して降り大きな被害を引き
起こします。昨年は、林道や柳田川、大谷川、木上覚井などに被害が発生しました。今年は、どうでしょうか。
　避難所における新型コロナウイルス感染防止対策の新たな問題も生じており、とにかく被害がないように願う
ばかりです。
　町では、皆さんの生命財産を守るため6月3日防災会議を実施しますが、「自分の生命・財産は自分で守る」こ
とが最も重要でありますので、常に気象情報や役場からの情報に注意し、周りの状況を判断し（避難しなくても
自宅が安全な場合もあり）、身の危険を避ける行動をお願いします。
　これから、蒸し暑くなり寝苦しい日もありますが、食事、運動、睡眠のバランスを。

町 長 の 声

配付されたタブレットパソコン

ごみ搬入量について
人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のため、プラスチック製容器包装・紙製容器
包装の分別の徹底と生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。
※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へ お問い合わせください。

在宅医療ごみ（注射器）の廃棄について

ケガや感染症の原因になりますので、必ず受け取った
医療機関の指示に従い、処分してください。

※資源物を除く240

220

200

180

160

140

120
2月 3月 4月

単位：トン　平成31年
令和 2 年

187.6

220.3

164.4

210.9
216.1

162.2

　在宅医療をされている方はご存知かと思いますが、在宅医療に
伴って排出されるごみは適正に処理するよう決められています。
　最近、在宅医療ごみ（使用済注射針）が一般ごみ有害ごみ庫に
持ち込まれ、職員がケガをする事例が発生しました。
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１階窓口に設置された衝立（４月20日設置）

新型コロナウイルス飛沫による感染防止へ
役場庁舎窓口カウンターにアクリル板設置

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急

事
態
宣
言
が
全
国
へ
拡
大
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
庁
舎
窓
口
に
ア
ク

リ
ル
製
の
衝
立
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　
高
さ
約
70
セ
ン
チ
・
幅
約
１
５

０
セ
ン
チ
。
１
階
に
16
枚
、
２
階

に
6
枚
設
置
。
支
柱
は
木
製
で
、

下
部
は
書
類
の
受
け
渡
し
が
出
来

る
隙
間
を
設
け
ま
し
た
。

　
毎
日
実
施
し
て
い
る
カ
ウ
ン

タ
ー
、
椅
子
、
手
す
り
な
ど
の
消

毒
や
マ
ス
ク
着
用
の
対
応
と
あ
わ

せ
て
、
よ
り
安
心
し
て
来
庁
い
た

だ
け
る
よ
う
全
て
の
窓
口
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

寄付　ありがとうございました
新型コロナウイルス対応に役立たせていただきます

　
５
月
１
日
、
常
楽
酒
造
株
式
会

社
代
表
取
締
役
社
長
　
米
来
　
健

さ
ん
か
ら
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
（
５

０
０
㎖
）
３
０
０
本
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
、
旺
盛
産
業
株
式
会

社
代
表
取
締
役
　
李
中
剛
さ
ん
・

株
式
会
社
Ｋ
Ｇ
Ｔ
代
表
取
締
役
　

謝
利
慶
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
マ

ス
ク
２
千
枚
、
計
４
千
枚
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

小中学校臨時休校期間の長期化
児童生徒へ家庭学習用タブレットパソコンを配付

学習ソフトの使い方を再確認する児童たち

　
臨
時
休
校
期
間
中
に
設
け
ら

れ
た
登
校
日
と
な
っ
た
５
月
１

日
、
各
小
学
校
で
は
宿
題
プ
リ

ン
ト
の
配
付
と
あ
わ
せ
て
、

５
・
６
年
生
を
対
象
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が
配
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
平
成
26

年
度
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

で
各
小
中
学
校
に
配
備
さ
れ
た

も
の
で
、
主
に
授
業
中
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
期
化

す
る
休
校
期
間
中
の
学
習
内
容

を
検
討
し
、
よ
り
学
習
意
欲
を

高
め
る
た
め
教
育
委
員
会
で
配

付
を
決
定
。
自
宅
学
習
教
材
の

一
つ
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

個
別
学
習
用
ソ
フ

ト
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
と
は
異
な
り
、

ネ
ッ
ト
に
繋
げ
る

必
要
が
な
く
安
心

し
て
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
５
月

７
日
の
登
校
日
に

は
、
中
学
校
全
生

徒
に
も
配
付
さ
れ

ま
し
た
。

交際費執行状況表（4 月分）
  支払日　                       件　　　　名                                    金　額 　      相 手 先
町長

議長

4月　8日
4月　8日
4月 22日
4月　8日

球磨村長選挙当選に伴うお樽
職員採用試験に伴う試験官へのお礼（苺：3人分）
熊本県たばこ耕作組合錦支部耕作者大会副賞（長靴）
球磨村長選挙当選に伴うお樽

３，７５０円
４，８００円
２，４０９円
３，７５０円

松谷浩一後援会事務所
試験官
熊本県たばこ耕作組合錦支部
松谷浩一後援会事務所

新型コロナウイルス感染防止について
　「五月来ぬ心ひらけし五月来ぬ：星野立子」新緑まぶしい木上村松・高原集落から相良村一帯は、県下一番の
広大な茶畑（表紙写真）がひろがります。すでに、一番茶の摘みとりや製茶加工も一段落し、風味香る新茶を出
荷されていますが新型コロナウイルスの影響から、前年比3割程度の減収もあるようで「心ひらけし」とは、遠
い感じがいたします。
　4月16日、政府は新型コロナウイルス緊急宣言を全国に拡大しましたが、その後、5月14日、特定警戒都道府
県を除く39県の緊急事態宣言解除を、21日には、残り特定警戒3府県を、25日には全て解除しました。外国に比
べ医療体制の不備や対応の遅れが露見し感染者が止まず、皆さんには不安を抱くがまんの生活であったと思わ
れますが、国民性である衛生管理意識や自己制御意識、また一人ひとりの努力により感染者は減少し、緊急事態
宣言が解除され「あと一歩」まできています。
　ところで、町商工会の新型コロナ実態調査によると、10％から40％減収が64事業者、50％から売上0％が46
事業者にのぼり、特に飲食業などで厳しい状況になっています。
　これまで、町単独のプレミアム商品券、産業振興基金・奨学金返還猶予、雇用支援、農業支援金保証料補助、
給食費2千円補助などの支援を行っていますが、アンケートでは追加の対策を望まれていますので、追加予算を
組み、商業者・農業者が持続出来るよう、そして、皆さんが安心して生活できるよう図ってまいります。
　専門家の間では、第2波は確実に来るという考えが常識です。皆さんには、これまでどおり、マスク、手洗い、
3密を避け、相手との距離を保つ、生活のリズムをお願いします。次に備えた行動をしてまいりましょう。

梅雨入り近し
　今日から6月。タバコの収穫や田植えが始まると、梅雨期に入ってきます。
　例年では6月初旬から7月中旬にかけ、年間降水量の半分（950ミリ）程度が、集中して降り大きな被害を引き
起こします。昨年は、林道や柳田川、大谷川、木上覚井などに被害が発生しました。今年は、どうでしょうか。
　避難所における新型コロナウイルス感染防止対策の新たな問題も生じており、とにかく被害がないように願う
ばかりです。
　町では、皆さんの生命財産を守るため6月3日防災会議を実施しますが、「自分の生命・財産は自分で守る」こ
とが最も重要でありますので、常に気象情報や役場からの情報に注意し、周りの状況を判断し（避難しなくても
自宅が安全な場合もあり）、身の危険を避ける行動をお願いします。
　これから、蒸し暑くなり寝苦しい日もありますが、食事、運動、睡眠のバランスを。

町 長 の 声

配付されたタブレットパソコン

ごみ搬入量について
人吉球磨クリーンプラザごみ搬入量推移

錦町のごみ搬入量は年々増加傾向にあります。ごみ減量化のため、プラスチック製容器包装・紙製容器
包装の分別の徹底と生ごみの水切り徹底にご協力をお願いします。
※ごみ搬入量は可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみ、有害ごみの搬入量の集計です。
※分別・収集について分からない事がある場合は住民福祉課環境係38-1112へ お問い合わせください。

在宅医療ごみ（注射器）の廃棄について

ケガや感染症の原因になりますので、必ず受け取った
医療機関の指示に従い、処分してください。

※資源物を除く240

220

200

180

160

140

120
2月 3月 4月

単位：トン　平成31年
令和 2 年

187.6

220.3

164.4

210.9
216.1

162.2

　在宅医療をされている方はご存知かと思いますが、在宅医療に
伴って排出されるごみは適正に処理するよう決められています。
　最近、在宅医療ごみ（使用済注射針）が一般ごみ有害ごみ庫に
持ち込まれ、職員がケガをする事例が発生しました。

Nishiki  Topics

7 広報錦  2020 年 6 月号



■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

　この資料は、錦町の令和２年度予算（一般会計）の主な内容及び財政状況について説明する
ために作成したものです。

 歳　　　入
区 　 　 　 分

町 税

地 方 交 付 税

地方譲与税等交付金

国・県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

町 債

そ の 他

合 計

1,092,870

1,778,505

297,824

1,423,221

287,225

31,654

404,149

419,140

5,734,588

単位：千円

単位：千円
その他 7%

町債 7%

諸収入 1%

繰入金 5%

国・県支出金
25%

地方譲与税等交付金 5%

地方交付税
31%

町税 19%

一般会計歳入

 歳　　　出

令和２年度の主要な普通建設事業

区 　 　 　 分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

合 計

1,116,152

1,668,986

298,629

1,408,274

227,425

37,470

239,490

302,468

5,298,894

増減額　

▲ 23,282

109,519

▲ 805

14,947

59,800

▲ 5,816

164,659

116,672

435,694

単位：千円

その他 0%

議会費 1%
公債費 8%

教育費 6%

衛生費 8%

商工費 4%

民生費 35%

総務費 17%

一般会計歳出
土木費 11%

農林水産業費 6%

消防費 4%

■ブロードバンド設備更新整備事業
■町道道路新設改良事業
■橋梁長寿命化計画事業
■消防施設等整備事業
■国体記念運動公園外灯及び駐輪場整備事業
■畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
■町道道路新設改良事業
■橋梁長寿命化計画事業
■人吉海軍航空基地関連施設整備事業 

事業費　１億２，６５５万円
事業費　２億５，９１４万円
事業費　１億１，１５６万円
事業費　　　１，７８３万円
事業費　 　　　 ５９９万円
事業費　１億７，０１６万円（繰越事業）
事業費　１億８，０６３万円（繰越事業）
事業費　　　　 ３２０万円（繰越事業）
事業費　３億１，０１２万円（繰越事業）

歳出予算をさらに詳しく説明します　～こんなことに使います～

議会費

総務管理費

徴税費

戸籍住民基本台帳費

選挙費

統計調査費

監査委員費

企画費

社会福祉費

児童福祉費

災害救助費

保健衛生費

清掃費

上水道費

農業費

林業費

商工費

土木管理費

道路橋梁費

河川費

下水道費

住宅費　

消防費

教育総務費

小学校費

中学校費

社会教育費

保健体育費

学校給食費

公債費

その他

81,241

553,554

98,129

55,399

255

4,114

1,206

256,509

976,632

1,037,520

0

162,183

174,696

95,143

283,581

81,509

201,140

88,665

385,189

4,091

129,234

35,867

229,883

64,062

96,637

47,395

67,210

24,443

66,560

421,397

11,144

5,734,588

町議会運営のために

町の財産の管理や公共交通の確保、その他総括的な事務のために

税金の賦課、徴収のために

戸籍や住民票の管理・発行、パスポート発行のために

選挙管理委員会の運営や各種選挙実施のために

国や県から委託された各種統計調査実施のために

町の財務や事業の監査実施のために

移住定住支援や「あいねっと」運営、広報紙作成のために

高齢者、障がい者の福祉のために

子ども医療費の助成や児童手当の交付、保育所運営のために

災害発生時の救助のために（補正予算や予備費充用で対応）

予防接種や健康診断、健康増進のために

ごみの収集、ごみ・し尿処理施設の管理運営のために

水道事業会計への繰出金

農業の振興のために

林業の振興のために

商工業・観光の振興のために

町道の管理や住宅リフォーム補助などに

道路や橋の維持管理や新設改良のために

樋門操作や準用河川の管理のために

合併浄化槽の設置補助や下水道特別会計への繰出金

町営住宅の維持管理や整備のために

消防団の活動や人吉下球磨消防組合への負担金

教育委員会の運営のために

小学校の教育振興、施設整備のために

中学校の教育振興、施設整備のために

文化財保護や文化振興、図書館の運営などに

各種スポーツ施設の管理、スポーツの振興のために

学校給食センターの運営のために

これまでの施設整備などのために借りたお金の返済に

予備費など

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

区　　　　　　分 　　金　　額 　　　　　主　　な　　内　　容

合　　　　　　計

令和2年度
（当初）

平成31年度
（6月補正後）

81,241

969,166

2,014,152

432,022

365,090

201,140

643,046

229,883

366,307

421,397

11,144

5,734,588

79,855

716,330

2,003,527

399,463

393,316

129,231

570,222

233,009

332,597

431,306

10,038

5,298,894

増減額　

1,386

252,836

10,625

32,559

▲ 28,226

71,909

72,824

▲ 3,126

33,710

▲ 9,909

1,106

435,694

令和2年度
（当初）

平成31年度
（6月補正後）
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■
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し

　この資料は、錦町の令和２年度予算（一般会計）の主な内容及び財政状況について説明する
ために作成したものです。

 歳　　　入
区 　 　 　 分

町 税

地 方 交 付 税

地方譲与税等交付金

国・県 支 出 金

繰 入 金

諸 収 入

町 債

そ の 他

合 計

1,092,870

1,778,505

297,824

1,423,221

287,225

31,654

404,149

419,140

5,734,588

単位：千円

単位：千円
その他 7%

町債 7%

諸収入 1%

繰入金 5%

国・県支出金
25%

地方譲与税等交付金 5%

地方交付税
31%

町税 19%

一般会計歳入

 歳　　　出

令和２年度の主要な普通建設事業

区 　 　 　 分

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

合 計

1,116,152

1,668,986

298,629

1,408,274

227,425

37,470

239,490

302,468

5,298,894

増減額　

▲ 23,282

109,519

▲ 805

14,947

59,800

▲ 5,816

164,659

116,672

435,694

単位：千円

その他 0%

議会費 1%
公債費 8%

教育費 6%

衛生費 8%

商工費 4%

民生費 35%

総務費 17%

一般会計歳出
土木費 11%

農林水産業費 6%

消防費 4%

■ブロードバンド設備更新整備事業
■町道道路新設改良事業
■橋梁長寿命化計画事業
■消防施設等整備事業
■国体記念運動公園外灯及び駐輪場整備事業
■畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業
■町道道路新設改良事業
■橋梁長寿命化計画事業
■人吉海軍航空基地関連施設整備事業 

事業費　１億２，６５５万円
事業費　２億５，９１４万円
事業費　１億１，１５６万円
事業費　　　１，７８３万円
事業費　 　　　 ５９９万円
事業費　１億７，０１６万円（繰越事業）
事業費　１億８，０６３万円（繰越事業）
事業費　　　　 ３２０万円（繰越事業）
事業費　３億１，０１２万円（繰越事業）

歳出予算をさらに詳しく説明します　～こんなことに使います～

議会費

総務管理費

徴税費

戸籍住民基本台帳費

選挙費

統計調査費

監査委員費

企画費

社会福祉費

児童福祉費

災害救助費

保健衛生費

清掃費

上水道費

農業費

林業費

商工費

土木管理費

道路橋梁費

河川費

下水道費

住宅費　

消防費

教育総務費

小学校費

中学校費

社会教育費

保健体育費

学校給食費

公債費

その他

81,241

553,554

98,129

55,399

255

4,114

1,206

256,509

976,632

1,037,520

0

162,183

174,696

95,143

283,581

81,509

201,140

88,665

385,189

4,091

129,234

35,867

229,883

64,062

96,637

47,395

67,210

24,443

66,560

421,397

11,144

5,734,588

町議会運営のために

町の財産の管理や公共交通の確保、その他総括的な事務のために

税金の賦課、徴収のために

戸籍や住民票の管理・発行、パスポート発行のために

選挙管理委員会の運営や各種選挙実施のために

国や県から委託された各種統計調査実施のために

町の財務や事業の監査実施のために

移住定住支援や「あいねっと」運営、広報紙作成のために

高齢者、障がい者の福祉のために

子ども医療費の助成や児童手当の交付、保育所運営のために

災害発生時の救助のために（補正予算や予備費充用で対応）

予防接種や健康診断、健康増進のために

ごみの収集、ごみ・し尿処理施設の管理運営のために

水道事業会計への繰出金

農業の振興のために

林業の振興のために

商工業・観光の振興のために

町道の管理や住宅リフォーム補助などに

道路や橋の維持管理や新設改良のために

樋門操作や準用河川の管理のために

合併浄化槽の設置補助や下水道特別会計への繰出金

町営住宅の維持管理や整備のために

消防団の活動や人吉下球磨消防組合への負担金

教育委員会の運営のために

小学校の教育振興、施設整備のために

中学校の教育振興、施設整備のために

文化財保護や文化振興、図書館の運営などに

各種スポーツ施設の管理、スポーツの振興のために

学校給食センターの運営のために

これまでの施設整備などのために借りたお金の返済に

予備費など

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

区　　　　　　分 　　金　　額 　　　　　主　　な　　内　　容

合　　　　　　計

令和2年度
（当初）

平成31年度
（6月補正後）

81,241

969,166

2,014,152

432,022

365,090

201,140

643,046

229,883

366,307

421,397

11,144

5,734,588

79,855

716,330

2,003,527

399,463

393,316

129,231

570,222

233,009

332,597

431,306

10,038

5,298,894

増減額　

1,386

252,836

10,625

32,559

▲ 28,226

71,909

72,824

▲ 3,126

33,710

▲ 9,909

1,106

435,694

令和2年度
（当初）

平成31年度
（6月補正後）
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庚申塔 くま川鉄道球磨川第四橋梁

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における
税制上の措置について
　今回の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置により次に該当する場合に申請をす
ることで、徴収猶予を受けることが出来ます。（徴収猶予とは納税者が一時的に納税できない理由がある場
合に、納税をするためのお金を作る時間を与え資金が出来次第納付するという制度です。納付までの猶予期
間について督促手数料、延滞金はかかりません。）
・対象者：新型コロナウイルスの影響により、令和２年２月以降の任意期間（１か月以上）において、収入
　が前年同期に比べ概ね20％以上減少（帳簿等で確認することになります）しており、かつ一時的に納税
　が困難である納税者になります。
・対象税目：令和２年２月１日から令和３年１月31日までの納期限が対象の税（国民健康保険税を除く）
　になります。
・猶予期間：各税目の納期限の翌日から１年となります。
※不明な点等ありましたら税務課までご連絡ください。

問合せ　　　　町県民税　税務課　  ☎３８‒１１１4
介護保険料　健康保険課　  ☎３８‒１１１3

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

６月は町県民税１期・介護保険料２期の納期です！
納　期　限【６月３０日（火）】
口座振替日【６月２５日（木）】

問合せ　　地域整備課　☎  3 8 - 4 418

町営住宅の入居者募集
下記町営住宅の入居者を
募集します。

【募集期間】６月８日（月）～１９日（金）
【入居日】７月下旬 ※白坂団地のみ随時募集します。

【入居資格等について】
１　原則、同居する親族がいること
２　世帯全員の収入が基準内であること
３　住宅に困窮していること
４　町税などの滞納がないこと
５　入居者が暴力団員でないこと

【申込み方法】
下記の書類を地域整備課に提出してください。
　１　町営住宅入居申込書　→　地域整備課にあります
　２　収入を証する書類（令和２年度所得証明書、令和元年分の源泉徴収票、令和元年分の
　　　確定申告書、令和２年度納税通知書）
　３　納税証明書（平成２９・３０・３１年度分）又は、３年間滞納がないことの証明書
　４　住民票謄本
　※入居決定後、連帯保証人２人の連署する請書等を提出していただきます。

※家賃は所得に応じて決定します　　※風呂釜は個人での取付けになります　　
※指杉団地は下水道使用料、野間団地・白坂団地は浄化槽使用料が別途かかります

家賃の３カ月分

白坂団地（８戸）
木上北４６９番地１７（白坂）

14,400円～ 22,800円程度

昭和５５～５9年度

３ＤＫ、トイレ（水洗）

野間団地（１戸）
木上北1696番地１（滝の水）

19,700円～ 29,400円程度

平成８年度

３ＤＫ、トイレ（水洗）

雨堤第２住宅（１戸）
一武2180番地（上忠ヶ原）

12,700円～ 18,900円程度

昭和52年度

３ＤＫ、トイレ（汲み取り）

住宅名

所在地

家　賃

建築年度

間取り

敷　金

その他

新指杉住宅（２戸）
西３６３番地１１（指杉）

6,800円～ 10,100円程度

昭和５0年度

２Ｋ、トイレ（汲み取り）

指杉団地（１戸）
西3303番地７（指杉）

20,000円～29,800円程度

平成６年度

３ＤＫ、トイレ（水洗）

問合せ　　税務課　  ☎３８‒１１１4

  ４月１日より地域おこし協力隊に入隊しました福岡幸博 ( 佐賀県出身・24) です。４月はコロナウイ
ルスの影響で、あまり活動はできませんでしたが、この１ヶ月で町内の文化財を調べたりしました。
　様々な地区を調べて気付いたことは、錦町には井路 (水路 )が張り巡らせてあり、ここでは農業だけで
はなく生活用水にも多く活用がなされていることがわかりました。また、歴史的にこの地には、鎌倉時
代より荘園があったとのことですが、灌漑自体は百太郎溝や木上地区の水路など、江戸時代はじめの頃
から使用されていて、豊かな水資源を活用した生活が古くから行われていたと考えられます。
　さらに、当地は民俗文化財が豊かであると感じました。それは町内の至る所にある庚申塔です。
　これは、猿田彦 (荒神・蚕神など )を祀る興味深い石造物で、古くから人々は長生きできるようにこの
石造物に祈りをささげてきました。
　このような文化財は、非常に信仰と生活が密接であったことがわかり、人々の暮らしを考える上で貴
重なものです。
　こうした様々な文化財が身近に存在する錦町には、あまり知られていない魅力あふれる町の宝が、ま
だまだ残されているのかもしれません。
　今後、町民の皆様より、地域の歴史や昔の出来事など、様々なお話をお伺いできればと考えています。

かんがい

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　地域おこし協力隊　福岡幸博

地域での行事に「来てほしい」
「手伝ってほしい」等ありまし
たら、協力隊におつなぎしま
す。企画観光課（38-4419）
までご連絡ください。

　引上げ分に係る地方消費税収については、地方税法の規定により、「消費税法第1条第2項に規定する経費及び社会福祉、
社会保険及び保健衛生に関する施策に要する経費に充てるものとする。」とされています。
　また、社会保障・税一体改革大綱においても、「引き上げ分の消費税収については、その使い道を明確にして、官の肥大化に
は使わず全て国民に還元し、社会保障財源化する。」とされています。　
　上記趣旨を踏まえ、引上げ分に係る地方消費税収の使い道について町民の皆様にお知らせすることとしました。
　令和２年度予算における引上げ分に係る地方消費税収の使途については以下のとおりです。

単位：千円

■令和２年度予算における地方消費税収（引上げ分）の使い道について

【歳入】
地方消費税交付金（社会保障財源分）  　　　　　83,571 千円

【歳出】
消費税法第１条第２項に規定する経費その他社会保障施策に要する経費　　1,503,377 千円

事業名

社会福祉

社会福祉事業

老人福祉事業

児童福祉事業

　　小計

予防事業

　　小計

502,876

217,907

743,263

1,464,046

39,331

39,331

1,503,377

273,923

15,169

518,187

807,279

950

950

808,229

0

0

0

0

0

0

0

19,017

2,948

76,062

98,027

3,118

3,118

101,145

19,017

1,055

60,381

80,453

3,118

3,118

83,571

190,919

198,735

88,633

478,287

32,145

32,145

510,432

保健衛生

合　計

経費

国県支出金 地方債 その他 その他引上げ分の地方消費税収
（社会保障財源化分）

財源内訳

特定財源 一般財源
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庚申塔 くま川鉄道球磨川第四橋梁

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における
税制上の措置について
　今回の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置により次に該当する場合に申請をす
ることで、徴収猶予を受けることが出来ます。（徴収猶予とは納税者が一時的に納税できない理由がある場
合に、納税をするためのお金を作る時間を与え資金が出来次第納付するという制度です。納付までの猶予期
間について督促手数料、延滞金はかかりません。）
・対象者：新型コロナウイルスの影響により、令和２年２月以降の任意期間（１か月以上）において、収入
　が前年同期に比べ概ね20％以上減少（帳簿等で確認することになります）しており、かつ一時的に納税
　が困難である納税者になります。
・対象税目：令和２年２月１日から令和３年１月31日までの納期限が対象の税（国民健康保険税を除く）
　になります。
・猶予期間：各税目の納期限の翌日から１年となります。
※不明な点等ありましたら税務課までご連絡ください。

問合せ　　　　町県民税　税務課　  ☎３８‒１１１4
介護保険料　健康保険課　  ☎３８‒１１１3

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

６月は町県民税１期・介護保険料２期の納期です！
納　期　限【６月３０日（火）】
口座振替日【６月２５日（木）】

問合せ　　地域整備課　☎  3 8 - 4 418

町営住宅の入居者募集
下記町営住宅の入居者を
募集します。

【募集期間】６月８日（月）～１９日（金）
【入居日】７月下旬 ※白坂団地のみ随時募集します。

【入居資格等について】
１　原則、同居する親族がいること
２　世帯全員の収入が基準内であること
３　住宅に困窮していること
４　町税などの滞納がないこと
５　入居者が暴力団員でないこと

【申込み方法】
下記の書類を地域整備課に提出してください。
　１　町営住宅入居申込書　→　地域整備課にあります
　２　収入を証する書類（令和２年度所得証明書、令和元年分の源泉徴収票、令和元年分の
　　　確定申告書、令和２年度納税通知書）
　３　納税証明書（平成２９・３０・３１年度分）又は、３年間滞納がないことの証明書
　４　住民票謄本
　※入居決定後、連帯保証人２人の連署する請書等を提出していただきます。

※家賃は所得に応じて決定します　　※風呂釜は個人での取付けになります　　
※指杉団地は下水道使用料、野間団地・白坂団地は浄化槽使用料が別途かかります

家賃の３カ月分

白坂団地（８戸）
木上北４６９番地１７（白坂）

14,400円～ 22,800円程度

昭和５５～５9年度

３ＤＫ、トイレ（水洗）

野間団地（１戸）
木上北1696番地１（滝の水）

19,700円～ 29,400円程度

平成８年度

３ＤＫ、トイレ（水洗）

雨堤第２住宅（１戸）
一武2180番地（上忠ヶ原）

12,700円～ 18,900円程度

昭和52年度

３ＤＫ、トイレ（汲み取り）

住宅名

所在地

家　賃

建築年度

間取り

敷　金

その他

新指杉住宅（２戸）
西３６３番地１１（指杉）

6,800円～ 10,100円程度

昭和５0年度

２Ｋ、トイレ（汲み取り）

指杉団地（１戸）
西3303番地７（指杉）

20,000円～29,800円程度

平成６年度

３ＤＫ、トイレ（水洗）

問合せ　　税務課　  ☎３８‒１１１4

  ４月１日より地域おこし協力隊に入隊しました福岡幸博 ( 佐賀県出身・24) です。４月はコロナウイ
ルスの影響で、あまり活動はできませんでしたが、この１ヶ月で町内の文化財を調べたりしました。
　様々な地区を調べて気付いたことは、錦町には井路 (水路 )が張り巡らせてあり、ここでは農業だけで
はなく生活用水にも多く活用がなされていることがわかりました。また、歴史的にこの地には、鎌倉時
代より荘園があったとのことですが、灌漑自体は百太郎溝や木上地区の水路など、江戸時代はじめの頃
から使用されていて、豊かな水資源を活用した生活が古くから行われていたと考えられます。
　さらに、当地は民俗文化財が豊かであると感じました。それは町内の至る所にある庚申塔です。
　これは、猿田彦 (荒神・蚕神など )を祀る興味深い石造物で、古くから人々は長生きできるようにこの
石造物に祈りをささげてきました。
　このような文化財は、非常に信仰と生活が密接であったことがわかり、人々の暮らしを考える上で貴
重なものです。
　こうした様々な文化財が身近に存在する錦町には、あまり知られていない魅力あふれる町の宝が、ま
だまだ残されているのかもしれません。
　今後、町民の皆様より、地域の歴史や昔の出来事など、様々なお話をお伺いできればと考えています。

かんがい

地域おこし協力隊　活動報告
　　　　地域おこし協力隊　福岡幸博

地域での行事に「来てほしい」
「手伝ってほしい」等ありまし
たら、協力隊におつなぎしま
す。企画観光課（38-4419）
までご連絡ください。

　引上げ分に係る地方消費税収については、地方税法の規定により、「消費税法第1条第2項に規定する経費及び社会福祉、
社会保険及び保健衛生に関する施策に要する経費に充てるものとする。」とされています。
　また、社会保障・税一体改革大綱においても、「引き上げ分の消費税収については、その使い道を明確にして、官の肥大化に
は使わず全て国民に還元し、社会保障財源化する。」とされています。　
　上記趣旨を踏まえ、引上げ分に係る地方消費税収の使い道について町民の皆様にお知らせすることとしました。
　令和２年度予算における引上げ分に係る地方消費税収の使途については以下のとおりです。

単位：千円

■令和２年度予算における地方消費税収（引上げ分）の使い道について

【歳入】
地方消費税交付金（社会保障財源分）  　　　　　83,571 千円

【歳出】
消費税法第１条第２項に規定する経費その他社会保障施策に要する経費　　1,503,377 千円

事業名

社会福祉

社会福祉事業

老人福祉事業

児童福祉事業

　　小計

予防事業

　　小計

502,876

217,907

743,263

1,464,046

39,331

39,331

1,503,377

273,923

15,169

518,187

807,279

950

950

808,229

0

0

0

0

0

0

0

19,017

2,948

76,062

98,027

3,118

3,118

101,145

19,017

1,055

60,381

80,453

3,118

3,118

83,571

190,919

198,735

88,633

478,287

32,145

32,145

510,432

保健衛生

合　計

経費

国県支出金 地方債 その他 その他引上げ分の地方消費税収
（社会保障財源化分）

財源内訳

特定財源 一般財源
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

金
婚
夫
婦
表
彰
の
対
象
夫
婦
の

調
査
を
し
ま
す

　
9
月
11
日
（
金
）
〔
予
定
〕
に

「
第
62
回
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
の
調
査
を

各
区
長
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

6
月
の
は
じ
め
に
回
覧
に
よ
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
方
は
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
昭
和
45
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
の
間
に
婚
姻
を
届
け
ら
れ
、

夫
婦
と
も
ご
存
命
の
方
。

※
昭
和
45
年
に
結
婚
式
を
挙
げ
た

も
の
の
、
入
籍
が
翌
年
以
降
に
ず

れ
込
ん
だ
方
に
つ
い
て
も
、
第
三

者
の
証
明
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

②
昭
和
45
年
以
前
に
結
婚
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
当
表
彰
式
に
届
け

出
て
い
な
か
っ
た
方
。

③
入
籍
後
、
一
度
離
婚
し
た
が
再

び
入
籍
し
通
算
50
年
に
な
る
方
。

（
注
）対
象
と
な
ら
な
い
方

　
新
聞
に
お
名
前
を
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
。

※
当
事
業
は
熊
本
日
日
新
聞
社
の

主
催
で
あ
り
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
に
お
祝
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
新
聞
紙
面
を
通
し
て
広

く
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
＝
健
康
保
険
課

☎
3
8
ー
1
1
1
3

児
童
手
当
　現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

中
の
方
は
、
毎
年
6
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
現
在

の
状
況
を
把
握
し
、
6
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計

同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
対
象
者
に
は
現
況
届
に
関
す
る

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
通
知
に
同
封
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
必
着

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
人
権
へ
の
配
慮
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
憶
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行

動
は
、
過
度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰

か
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
に
惑

　
わ
さ
れ
な
い
。

○
不
確
か
な
情
報
は
決
し
て
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
な
ど
で
広
め
な
い
。

○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る

　
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
。

○
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、

　
行
動
を
す
る
。　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
0
0

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
人
権
侵
害
を
受
け
た

場
合
は
、
窓
口
で
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
＝
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
9
9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
各
種
電
話
相
談
窓
口

に
つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
人
吉
保
健
所

が
対
応
し
て
い
た
相
談
窓
口
を
県

が
一
元
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
相
談
内
容
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
そ
の
方
へ
適
切

な
診
察
を
行
う
「
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
」
へ
の
受
診
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
こ
れ
ら
に

該
当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能

で
す
。
）

・
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
、
強

　
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
、
高
熱

　
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が

　
あ
る
場
合

・
重
症
化
し
や
す
い
方（
※
）で
、

　
発
熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い

　
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合

（
※
）高
齢
者
、糖
尿
病
、心
不
全
、

呼
吸
器
疾
患（
C
O
P
D
等
）の
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受
け

て
い
る
方
、免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん

剤
等
を
用
い
て
い
る
方

・
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な

　
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

　
続
く
場
合

（
症
状
が
4
日
以
上
続
く
場
合
は

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
症
状
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強

い
症
状
と
思
う
場
合
は
す
ぐ
に
相

談
し
て
下
さ
い
。
解
熱
剤
な
ど
を

飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

も
同
様
で
す
。
）

☆
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
は
、
小

児
科
医
の
診
察
が
望
ま
し
い
の

で
、
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
や
か
か
り
つ
け
小

児
医
療
機
関
に
、
ま
た
妊
婦
の
方

は
念
の
た
め
早
め
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
目
安
は
町
民
の
方

が
相
談
・
受
診
す
る
目
安
で
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
検
査
に
つ
い
て

は
医
師
が
個
別
に
判
断
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
＝
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
9
6
ー
3
0
0
ー
5
9
0
9

（
24
時
間
対
応
）

【
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
相
談

窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
、
ま
た
は

そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
九

州
経
済
産
業
局
の
ほ
か
、
県
内
で

も
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
売
上
減
少
な
ど
が
生
じ

て
い
る
県
内
中
小
企
業
は
、
県
の

融
資
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
商
工
振
興
金
融
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
4

問
＝
人
吉
商
工
会
議
所

☎
2
2
ー
3
1
0
1

【
住
宅
宿
泊
事
業
者
相
談
窓
口
】

　
観
光
庁
に
お
い
て
、
感
染
症
な

ど
を
起
因
と
し
た
外
国
人
観
光
客

の
減
少
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化

に
直
面
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
向

け
の
特
別
相
談
窓
口
が
九
州
運
輸

局
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、九
州
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課

☎
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
0  

c
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
4

【
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
相
談
窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
に
よ
り
、
お
困
り
の
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
々
に
対
す
る
相
談

窓
口
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

協
議
会

・
熊
本
市
以
外

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
6

・
熊
本
市

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
7

・
相
談
対
応
時
間

　
火
〜
金
：
9
時
〜
19
時

　
土
日
祝
：
9
時
〜
17
時

※
L
I
N
E
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
＝
球
磨
福
祉
事
務
所

☎
2
2
ー
1
0
4
0

・
相
談
対
応
時
間

　
平
日
：
9
時
〜
16
時

※
相
談
窓
口
に
よ
っ
て
相
談
時
間

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
特
別
労
働
相
談
窓
口
】

　
熊
本
労
働
局
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
主
や
労
働
者
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
労
働
相
談
に
対
応
す
る

特
別
労
働
相
談
窓
口
が
以
下
の
と

お
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
：
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
【
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
】

※
各
労
働
基
準
監
督
署
内
に
設
置

し
て
い
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

対
象
：
求
職
者
、
労
働
者
、
事
業

主
な
ど

期
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
（
土

日
、
祝
日
除
く
）

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
熊
本
県
中
小
企
業
者

向
け
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
の

方
向
け
に
、
経
営
等
相
談
窓
口
や

各
種
融
資
・
補
助
制
度
、
雇
用
関

係
の
助
成
金
な
ど
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
順
次
、
内
容
を
更
新
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
熊
本
県
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

検
索

問
＝
県
商
工
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
！

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
農
家
の
方
々
へ

の
直
接
的
な
営
農
相
談
や
農
業
情

報
の
提
供
が
困
難
な
状
況
で
す
。

県
で
は
、
農
業
情
報
サ
イ
ト
「
ア

グ
リ
く
ま
も
と
」
に
お
い
て
緊
急

情
報
を
は
じ
め
多
彩
な
技
術
情

報
、
今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
の
営
農
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ル
マ
ガ
配
信
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
登
録
お

願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
0

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
外
国
人
の
方
や
そ
の

ご
家
族
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
多
言
語
（
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
）
に
よ
り
広
く

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
来
庁

に
よ
り
相
談
可
能
で
す
。

　
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
：
県
庁
行
政
棟
本
館
7
階

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
横
）

相
談
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
等
閉
庁
日
を
除
く
）
8
時

30
分
〜
17
時
15
分

☎
0
8
0
ー
4
2
7
5
ー
4
4
8
9

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
年
齢
要
件
を

緩
和
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
特
定
不
妊
治
療
を

延
期
し
た
場
合
、
助
成
対
象
者
・

通
算
助
成
回
数
の
年
齢
要
件
を
以

下
の
と
お
り
緩
和
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】初
回
治
療
開
始
日

の
妻
の
年
齢
が
44
歳
に
達
す
る
前

日
ま
で
の
夫
婦

【
通
算
助
成
回
数
】初
回
助
成
時
の

治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
41
歳

未
満
の
場
合
、通
算
助
成
回
数
6

回　
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
子
ど
も
未
来
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
0
9

「
震
災
夜
間
法
律
相
談
会
」の

面
談
相
談
一
時
休
止
と
ウ
ェ
ブ

面
談
相
談
会
開
始
に
つ
い
て

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
が
主

催
す
る
「
震
災
夜
間
法
律
相
談

会
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
震
災
に
よ
る
生
活
の
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
面
談

相
談
を
一
時
休
止
し
、
新
た
に

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
震
災
以
外
の
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
：
毎
週 

月
曜
・
木
曜
（
祝
祭

日
は
除
く
）
18
時
〜
20
時

電
話
相
談
：
0
9
6
–
3
6
4
–

0
8
0
0
（
無
料
・
予
約
不
要
）

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
（
5
月
7
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
）
：
下
記
ア
ド
レ
ス
宛

に
氏
名
、
希
望
日
時
、
連
絡
先
等

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：kum

am
oto.

Seinen.shihoushoshi@
G

m
ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会
H
P
（http://w

w
w

.yu-
seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

※
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

の
予
約
は
5
月
中
旬
よ
り
可
能
に

な
る
予
定
で
す
。

問
＝

電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書
士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：司
法
書
士 

磯
﨑
耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

技
能
講
習・特
別
教
育

○
働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容
：
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
か

ら
実
用
資
料
作
成
編

日
時
：
6
月
15
日
（
月
）
〜
9
月

3
日
（
木
）
毎
週
月
曜
・
木
曜
　

計
21
回
（
7
月
13
日
及
び
祝
日
休

み
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

受
講
料
：
1
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

○
技
能
講
習
・
特
別
教
育

　
6
月
開
催
の
技
能
講
習
・
特
別

教
育
は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
い

た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

問・申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

H
P

 http//w
w

w
.hk-nou

-
kaicenter.com

/

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科
】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
、
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
資
格
取
得
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
ま

で訓
練
期
間
：
8
月
3
日
（
月
）
か

ら
10
月
28
日
（
水
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間
・
訓
練
は
月
曜
、
水
曜 

午
後

6
時
30
分
よ
り
2
時
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
9
，
9
0
0
円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
事
務
習
得
科
】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
他
）
の
技

術
や
事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得

し
ま
す

募
集
期
限
：
5
月
11
日
（
月
）
か

ら
6
月
30
日
（
火
）
ま
で

訓
練
期
間
：
8
月
4
日
（
火
）
か

ら
10
月
30
日
（
金
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
1
2
，
1
0
0
円
（
税
込
）
程

度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
の

受
講
生
を
追
加
募
集
中
で
す

　
年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ぶ
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
：
人
吉
球
磨
に
居
住
し

て
い
る
60
歳
以
上
の
方
（
50
歳
以

上
で
も
可
）

講
座
内
容
：
地
域
の
歴
史
及
び
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康

づ
く
り
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ

の
他

日
時
：
原
則
と
し
て
毎
月
第
3
月

曜
日
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
：
中
小
企
業
大
学
校
　
人
吉

校
　
他

定
員
：
1
0
0
名
程
度

受
講
料
：
年
額
　
6
千
円
（
2
回

分
割
）
入
学
金
　
千
円

申
し
込
み
方
法
：
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
方

法
（
電
話
等
）
を
記
入
し
6
月
10

日
ま
で
に
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
＝
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

〒
8
6
8
–
0
0
2
4 

人
吉
市
鶴

田
町
1
6
　
米
津
方

☎
2
2
ー
4
4
7
7

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
法
に
基
づ
き
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど

の
社
会
参
加
や
社
会
的
自
立
に
困

難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
等
を

対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で

す
。
従
来
の
縦
割
り
的
な
対
応
で

な
く
、
支
援
機
関
（
医
療
・
就

労
・
生
活
・
学
校
等
）
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
み

な
さ
ま
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
、
安

心
し
て
、
ご
相
談
出
来
る
と
こ
ろ

で
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
も
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
：
主
に
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

方
と
そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知

人
、
支
援
者
等

料
金
：
無
料

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
〜
C
O
C
O
N
こ

こ
ん
〜

☎
0
9
6
ー
3
8
7
ー
7
0
0
0

（
月
〜
金
8
時
30
分
か
ら
21
時
）

M
A

IL
kow

aka-cocon@
w

ind.ocn.
ne.jp

（
※
メ
ー
ル
相
談
は
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、返
信
は
8
時

30
分
〜
17
時
30
分
と
な
り
ま
す
。）

H
P 

http://kow
aka-cocon.jp/

情
報
の
広
場
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申 =申し込み先 問=問い合わせ先

お
知
ら
せ

申 =申し込み先 問=問い合わせ先

金
婚
夫
婦
表
彰
の
対
象
夫
婦
の

調
査
を
し
ま
す

　
9
月
11
日
（
金
）
〔
予
定
〕
に

「
第
62
回
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
の
調
査
を

各
区
長
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

6
月
の
は
じ
め
に
回
覧
に
よ
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
方
は
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
昭
和
45
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
の
間
に
婚
姻
を
届
け
ら
れ
、

夫
婦
と
も
ご
存
命
の
方
。

※
昭
和
45
年
に
結
婚
式
を
挙
げ
た

も
の
の
、
入
籍
が
翌
年
以
降
に
ず

れ
込
ん
だ
方
に
つ
い
て
も
、
第
三

者
の
証
明
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

②
昭
和
45
年
以
前
に
結
婚
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
当
表
彰
式
に
届
け

出
て
い
な
か
っ
た
方
。

③
入
籍
後
、
一
度
離
婚
し
た
が
再

び
入
籍
し
通
算
50
年
に
な
る
方
。

（
注
）対
象
と
な
ら
な
い
方

　
新
聞
に
お
名
前
を
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
。

※
当
事
業
は
熊
本
日
日
新
聞
社
の

主
催
で
あ
り
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
に
お
祝
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
新
聞
紙
面
を
通
し
て
広

く
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
＝
健
康
保
険
課

☎
3
8
ー
1
1
1
3

児
童
手
当
　現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

中
の
方
は
、
毎
年
6
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
現
在

の
状
況
を
把
握
し
、
6
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計

同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
対
象
者
に
は
現
況
届
に
関
す
る

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
通
知
に
同
封
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
必
着

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
人
権
へ
の
配
慮
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
憶
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行

動
は
、
過
度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰

か
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
に
惑

　
わ
さ
れ
な
い
。

○
不
確
か
な
情
報
は
決
し
て
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
な
ど
で
広
め
な
い
。

○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る

　
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
。

○
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、

　
行
動
を
す
る
。　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
0
0

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
人
権
侵
害
を
受
け
た

場
合
は
、
窓
口
で
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
＝
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
9
9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
各
種
電
話
相
談
窓
口

に
つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
人
吉
保
健
所

が
対
応
し
て
い
た
相
談
窓
口
を
県

が
一
元
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
相
談
内
容
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
そ
の
方
へ
適
切

な
診
察
を
行
う
「
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
」
へ
の
受
診
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
こ
れ
ら
に

該
当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能

で
す
。
）

・
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
、
強

　
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
、
高
熱

　
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が

　
あ
る
場
合

・
重
症
化
し
や
す
い
方（
※
）で
、

　
発
熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い

　
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合

（
※
）高
齢
者
、糖
尿
病
、心
不
全
、

呼
吸
器
疾
患（
C
O
P
D
等
）の
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受
け

て
い
る
方
、免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん

剤
等
を
用
い
て
い
る
方

・
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な

　
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

　
続
く
場
合

（
症
状
が
4
日
以
上
続
く
場
合
は

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
症
状
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強

い
症
状
と
思
う
場
合
は
す
ぐ
に
相

談
し
て
下
さ
い
。
解
熱
剤
な
ど
を

飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

も
同
様
で
す
。
）

☆
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
は
、
小

児
科
医
の
診
察
が
望
ま
し
い
の

で
、
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
や
か
か
り
つ
け
小

児
医
療
機
関
に
、
ま
た
妊
婦
の
方

は
念
の
た
め
早
め
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
目
安
は
町
民
の
方

が
相
談
・
受
診
す
る
目
安
で
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
検
査
に
つ
い
て

は
医
師
が
個
別
に
判
断
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
＝
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
9
6
ー
3
0
0
ー
5
9
0
9

（
24
時
間
対
応
）

【
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
相
談

窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
、
ま
た
は

そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
九

州
経
済
産
業
局
の
ほ
か
、
県
内
で

も
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
売
上
減
少
な
ど
が
生
じ

て
い
る
県
内
中
小
企
業
は
、
県
の

融
資
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
商
工
振
興
金
融
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
4

問
＝
人
吉
商
工
会
議
所

☎
2
2
ー
3
1
0
1

【
住
宅
宿
泊
事
業
者
相
談
窓
口
】

　
観
光
庁
に
お
い
て
、
感
染
症
な

ど
を
起
因
と
し
た
外
国
人
観
光
客

の
減
少
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化

に
直
面
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
向

け
の
特
別
相
談
窓
口
が
九
州
運
輸

局
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、九
州
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課

☎
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
0  

c
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
4

【
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
相
談
窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
に
よ
り
、
お
困
り
の
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
々
に
対
す
る
相
談

窓
口
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

協
議
会

・
熊
本
市
以
外

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
6

・
熊
本
市

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
7

・
相
談
対
応
時
間

　
火
〜
金
：
9
時
〜
19
時

　
土
日
祝
：
9
時
〜
17
時

※
L
I
N
E
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
＝
球
磨
福
祉
事
務
所

☎
2
2
ー
1
0
4
0

・
相
談
対
応
時
間

　
平
日
：
9
時
〜
16
時

※
相
談
窓
口
に
よ
っ
て
相
談
時
間

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
特
別
労
働
相
談
窓
口
】

　
熊
本
労
働
局
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
主
や
労
働
者
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
労
働
相
談
に
対
応
す
る

特
別
労
働
相
談
窓
口
が
以
下
の
と

お
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
：
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
【
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
】

※
各
労
働
基
準
監
督
署
内
に
設
置

し
て
い
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

対
象
：
求
職
者
、
労
働
者
、
事
業

主
な
ど

期
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
（
土

日
、
祝
日
除
く
）

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
熊
本
県
中
小
企
業
者

向
け
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
の

方
向
け
に
、
経
営
等
相
談
窓
口
や

各
種
融
資
・
補
助
制
度
、
雇
用
関

係
の
助
成
金
な
ど
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
順
次
、
内
容
を
更
新
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
熊
本
県
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

検
索

問
＝
県
商
工
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
！

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
農
家
の
方
々
へ

の
直
接
的
な
営
農
相
談
や
農
業
情

報
の
提
供
が
困
難
な
状
況
で
す
。

県
で
は
、
農
業
情
報
サ
イ
ト
「
ア

グ
リ
く
ま
も
と
」
に
お
い
て
緊
急

情
報
を
は
じ
め
多
彩
な
技
術
情

報
、
今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
の
営
農
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ル
マ
ガ
配
信
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
登
録
お

願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
0

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
外
国
人
の
方
や
そ
の

ご
家
族
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
多
言
語
（
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
）
に
よ
り
広
く

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
来
庁

に
よ
り
相
談
可
能
で
す
。

　
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
：
県
庁
行
政
棟
本
館
7
階

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
横
）

相
談
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
等
閉
庁
日
を
除
く
）
8
時

30
分
〜
17
時
15
分

☎
0
8
0
ー
4
2
7
5
ー
4
4
8
9

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
年
齢
要
件
を

緩
和
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
特
定
不
妊
治
療
を

延
期
し
た
場
合
、
助
成
対
象
者
・

通
算
助
成
回
数
の
年
齢
要
件
を
以

下
の
と
お
り
緩
和
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】初
回
治
療
開
始
日

の
妻
の
年
齢
が
44
歳
に
達
す
る
前

日
ま
で
の
夫
婦

【
通
算
助
成
回
数
】初
回
助
成
時
の

治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
41
歳

未
満
の
場
合
、通
算
助
成
回
数
6

回　
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
子
ど
も
未
来
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
0
9

「
震
災
夜
間
法
律
相
談
会
」の

面
談
相
談
一
時
休
止
と
ウ
ェ
ブ

面
談
相
談
会
開
始
に
つ
い
て

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
が
主

催
す
る
「
震
災
夜
間
法
律
相
談

会
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
震
災
に
よ
る
生
活
の
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
面
談

相
談
を
一
時
休
止
し
、
新
た
に

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
震
災
以
外
の
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
：
毎
週 

月
曜
・
木
曜
（
祝
祭

日
は
除
く
）
18
時
〜
20
時

電
話
相
談
：
0
9
6
–
3
6
4
–

0
8
0
0
（
無
料
・
予
約
不
要
）

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
（
5
月
7
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
）
：
下
記
ア
ド
レ
ス
宛

に
氏
名
、
希
望
日
時
、
連
絡
先
等

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：kum

am
oto.

Seinen.shihoushoshi@
G

m
ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会
H
P
（http://w

w
w

.yu-
seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

※
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

の
予
約
は
5
月
中
旬
よ
り
可
能
に

な
る
予
定
で
す
。

問
＝

電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書
士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：司
法
書
士 

磯
﨑
耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

技
能
講
習・特
別
教
育

○
働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容
：
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
か

ら
実
用
資
料
作
成
編

日
時
：
6
月
15
日
（
月
）
〜
9
月

3
日
（
木
）
毎
週
月
曜
・
木
曜
　

計
21
回
（
7
月
13
日
及
び
祝
日
休

み
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

受
講
料
：
1
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

○
技
能
講
習
・
特
別
教
育

　
6
月
開
催
の
技
能
講
習
・
特
別

教
育
は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
い

た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

問・申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

H
P

 http//w
w

w
.hk-nou

-
kaicenter.com

/

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科
】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
、
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
資
格
取
得
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
ま

で訓
練
期
間
：
8
月
3
日
（
月
）
か

ら
10
月
28
日
（
水
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間
・
訓
練
は
月
曜
、
水
曜 

午
後

6
時
30
分
よ
り
2
時
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
9
，
9
0
0
円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
事
務
習
得
科
】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
他
）
の
技

術
や
事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得

し
ま
す

募
集
期
限
：
5
月
11
日
（
月
）
か

ら
6
月
30
日
（
火
）
ま
で

訓
練
期
間
：
8
月
4
日
（
火
）
か

ら
10
月
30
日
（
金
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
1
2
，
1
0
0
円
（
税
込
）
程

度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
の

受
講
生
を
追
加
募
集
中
で
す

　
年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ぶ
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
：
人
吉
球
磨
に
居
住
し

て
い
る
60
歳
以
上
の
方
（
50
歳
以

上
で
も
可
）

講
座
内
容
：
地
域
の
歴
史
及
び
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康

づ
く
り
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ

の
他

日
時
：
原
則
と
し
て
毎
月
第
3
月

曜
日
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
：
中
小
企
業
大
学
校
　
人
吉

校
　
他

定
員
：
1
0
0
名
程
度

受
講
料
：
年
額
　
6
千
円
（
2
回

分
割
）
入
学
金
　
千
円

申
し
込
み
方
法
：
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
方

法
（
電
話
等
）
を
記
入
し
6
月
10

日
ま
で
に
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
＝
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

〒
8
6
8
–
0
0
2
4 

人
吉
市
鶴

田
町
1
6
　
米
津
方

☎
2
2
ー
4
4
7
7

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
法
に
基
づ
き
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど

の
社
会
参
加
や
社
会
的
自
立
に
困

難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
等
を

対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で

す
。
従
来
の
縦
割
り
的
な
対
応
で

な
く
、
支
援
機
関
（
医
療
・
就

労
・
生
活
・
学
校
等
）
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
み

な
さ
ま
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
、
安

心
し
て
、
ご
相
談
出
来
る
と
こ
ろ

で
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
も
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
：
主
に
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

方
と
そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知

人
、
支
援
者
等

料
金
：
無
料

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
〜
C
O
C
O
N
こ

こ
ん
〜

☎
0
9
6
ー
3
8
7
ー
7
0
0
0

（
月
〜
金
8
時
30
分
か
ら
21
時
）

M
A

IL
kow

aka-cocon@
w

ind.ocn.
ne.jp

（
※
メ
ー
ル
相
談
は
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、返
信
は
8
時

30
分
〜
17
時
30
分
と
な
り
ま
す
。）

H
P 

http://kow
aka-cocon.jp/

情
報
の
広
場

13 広報錦  2020 年 6 月号



募

　集

金
婚
夫
婦
表
彰
の
対
象
夫
婦
の

調
査
を
し
ま
す

　
9
月
11
日
（
金
）
〔
予
定
〕
に

「
第
62
回
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
の
調
査
を

各
区
長
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

6
月
の
は
じ
め
に
回
覧
に
よ
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
方
は
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
昭
和
45
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
の
間
に
婚
姻
を
届
け
ら
れ
、

夫
婦
と
も
ご
存
命
の
方
。

※
昭
和
45
年
に
結
婚
式
を
挙
げ
た

も
の
の
、
入
籍
が
翌
年
以
降
に
ず

れ
込
ん
だ
方
に
つ
い
て
も
、
第
三

者
の
証
明
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

②
昭
和
45
年
以
前
に
結
婚
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
当
表
彰
式
に
届
け

出
て
い
な
か
っ
た
方
。

③
入
籍
後
、
一
度
離
婚
し
た
が
再

び
入
籍
し
通
算
50
年
に
な
る
方
。

（
注
）対
象
と
な
ら
な
い
方

　
新
聞
に
お
名
前
を
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
。

※
当
事
業
は
熊
本
日
日
新
聞
社
の

主
催
で
あ
り
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
に
お
祝
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
新
聞
紙
面
を
通
し
て
広

く
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
＝
健
康
保
険
課

☎
3
8
ー
1
1
1
3

児
童
手
当
　現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

中
の
方
は
、
毎
年
6
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
現
在

の
状
況
を
把
握
し
、
6
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計

同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
対
象
者
に
は
現
況
届
に
関
す
る

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
通
知
に
同
封
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
必
着

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
人
権
へ
の
配
慮
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
憶
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行

動
は
、
過
度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰

か
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
に
惑

　
わ
さ
れ
な
い
。

○
不
確
か
な
情
報
は
決
し
て
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
な
ど
で
広
め
な
い
。

○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る

　
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
。

○
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、

　
行
動
を
す
る
。　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
0
0

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
人
権
侵
害
を
受
け
た

場
合
は
、
窓
口
で
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
＝
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
9
9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
各
種
電
話
相
談
窓
口

に
つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
人
吉
保
健
所

が
対
応
し
て
い
た
相
談
窓
口
を
県

が
一
元
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
相
談
内
容
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
そ
の
方
へ
適
切

な
診
察
を
行
う
「
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
」
へ
の
受
診
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
こ
れ
ら
に

該
当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能

で
す
。
）

・
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
、
強

　
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
、
高
熱

　
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が

　
あ
る
場
合

・
重
症
化
し
や
す
い
方（
※
）で
、

　
発
熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い

　
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合

（
※
）高
齢
者
、糖
尿
病
、心
不
全
、

呼
吸
器
疾
患（
C
O
P
D
等
）の
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受
け

て
い
る
方
、免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん

剤
等
を
用
い
て
い
る
方

・
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な

　
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

　
続
く
場
合

（
症
状
が
4
日
以
上
続
く
場
合
は

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
症
状
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強

い
症
状
と
思
う
場
合
は
す
ぐ
に
相

談
し
て
下
さ
い
。
解
熱
剤
な
ど
を

飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

も
同
様
で
す
。
）

☆
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
は
、
小

児
科
医
の
診
察
が
望
ま
し
い
の

で
、
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
や
か
か
り
つ
け
小

児
医
療
機
関
に
、
ま
た
妊
婦
の
方

は
念
の
た
め
早
め
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
目
安
は
町
民
の
方

が
相
談
・
受
診
す
る
目
安
で
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
検
査
に
つ
い
て

は
医
師
が
個
別
に
判
断
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
＝
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
9
6
ー
3
0
0
ー
5
9
0
9

（
24
時
間
対
応
）

【
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
相
談

窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
、
ま
た
は

そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
九

州
経
済
産
業
局
の
ほ
か
、
県
内
で

も
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
売
上
減
少
な
ど
が
生
じ

て
い
る
県
内
中
小
企
業
は
、
県
の

融
資
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
商
工
振
興
金
融
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
4

問
＝
人
吉
商
工
会
議
所

☎
2
2
ー
3
1
0
1

【
住
宅
宿
泊
事
業
者
相
談
窓
口
】

　
観
光
庁
に
お
い
て
、
感
染
症
な

ど
を
起
因
と
し
た
外
国
人
観
光
客

の
減
少
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化

に
直
面
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
向

け
の
特
別
相
談
窓
口
が
九
州
運
輸

局
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、九
州
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課

☎
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
0  

c
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
4

【
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
相
談
窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
に
よ
り
、
お
困
り
の
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
々
に
対
す
る
相
談

窓
口
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

協
議
会

・
熊
本
市
以
外

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
6

・
熊
本
市

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
7

・
相
談
対
応
時
間

　
火
〜
金
：
9
時
〜
19
時

　
土
日
祝
：
9
時
〜
17
時

※
L
I
N
E
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
＝
球
磨
福
祉
事
務
所

☎
2
2
ー
1
0
4
0

・
相
談
対
応
時
間

　
平
日
：
9
時
〜
16
時

※
相
談
窓
口
に
よ
っ
て
相
談
時
間

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
特
別
労
働
相
談
窓
口
】

　
熊
本
労
働
局
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
主
や
労
働
者
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
労
働
相
談
に
対
応
す
る

特
別
労
働
相
談
窓
口
が
以
下
の
と

お
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
：
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
【
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
】

※
各
労
働
基
準
監
督
署
内
に
設
置

し
て
い
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

対
象
：
求
職
者
、
労
働
者
、
事
業

主
な
ど

期
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
（
土

日
、
祝
日
除
く
）

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
熊
本
県
中
小
企
業
者

向
け
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
の

方
向
け
に
、
経
営
等
相
談
窓
口
や

各
種
融
資
・
補
助
制
度
、
雇
用
関

係
の
助
成
金
な
ど
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
順
次
、
内
容
を
更
新
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
熊
本
県
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

検
索

問
＝
県
商
工
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
！

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
農
家
の
方
々
へ

の
直
接
的
な
営
農
相
談
や
農
業
情

報
の
提
供
が
困
難
な
状
況
で
す
。

県
で
は
、
農
業
情
報
サ
イ
ト
「
ア

グ
リ
く
ま
も
と
」
に
お
い
て
緊
急

情
報
を
は
じ
め
多
彩
な
技
術
情

報
、
今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
の
営
農
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ル
マ
ガ
配
信
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
登
録
お

願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
0

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
外
国
人
の
方
や
そ
の

ご
家
族
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
多
言
語
（
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
）
に
よ
り
広
く

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
来
庁

に
よ
り
相
談
可
能
で
す
。

　
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
：
県
庁
行
政
棟
本
館
7
階

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
横
）

相
談
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
等
閉
庁
日
を
除
く
）
8
時

30
分
〜
17
時
15
分

☎
0
8
0
ー
4
2
7
5
ー
4
4
8
9

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
年
齢
要
件
を

緩
和
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
特
定
不
妊
治
療
を

延
期
し
た
場
合
、
助
成
対
象
者
・

通
算
助
成
回
数
の
年
齢
要
件
を
以

下
の
と
お
り
緩
和
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】初
回
治
療
開
始
日

の
妻
の
年
齢
が
44
歳
に
達
す
る
前

日
ま
で
の
夫
婦

【
通
算
助
成
回
数
】初
回
助
成
時
の

治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
41
歳

未
満
の
場
合
、通
算
助
成
回
数
6

回　
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
子
ど
も
未
来
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
0
9

「
震
災
夜
間
法
律
相
談
会
」の

面
談
相
談
一
時
休
止
と
ウ
ェ
ブ

面
談
相
談
会
開
始
に
つ
い
て

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
が
主

催
す
る
「
震
災
夜
間
法
律
相
談

会
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
震
災
に
よ
る
生
活
の
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
面
談

相
談
を
一
時
休
止
し
、
新
た
に

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
震
災
以
外
の
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
：
毎
週 

月
曜
・
木
曜
（
祝
祭

日
は
除
く
）
18
時
〜
20
時

電
話
相
談
：
0
9
6
–
3
6
4
–

0
8
0
0
（
無
料
・
予
約
不
要
）

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
（
5
月
7
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
）
：
下
記
ア
ド
レ
ス
宛

に
氏
名
、
希
望
日
時
、
連
絡
先
等

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：kum

am
oto.

Seinen.shihoushoshi@
G

m
ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会
H
P
（http://w

w
w

.yu-
seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

※
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

の
予
約
は
5
月
中
旬
よ
り
可
能
に

な
る
予
定
で
す
。

問
＝

電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書
士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：司
法
書
士 

磯
﨑
耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

技
能
講
習・特
別
教
育

○
働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容
：
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
か

ら
実
用
資
料
作
成
編

日
時
：
6
月
15
日
（
月
）
〜
9
月

3
日
（
木
）
毎
週
月
曜
・
木
曜
　

計
21
回
（
7
月
13
日
及
び
祝
日
休

み
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

受
講
料
：
1
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

○
技
能
講
習
・
特
別
教
育

　
6
月
開
催
の
技
能
講
習
・
特
別

教
育
は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
い

た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

問・申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

H
P

 http//w
w

w
.hk-nou

-
kaicenter.com

/

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科
】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
、
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
資
格
取
得
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
ま

で訓
練
期
間
：
8
月
3
日
（
月
）
か

ら
10
月
28
日
（
水
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間
・
訓
練
は
月
曜
、
水
曜 

午
後

6
時
30
分
よ
り
2
時
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
9
，
9
0
0
円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
事
務
習
得
科
】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
他
）
の
技

術
や
事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得

し
ま
す

募
集
期
限
：
5
月
11
日
（
月
）
か

ら
6
月
30
日
（
火
）
ま
で

訓
練
期
間
：
8
月
4
日
（
火
）
か

ら
10
月
30
日
（
金
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
1
2
，
1
0
0
円
（
税
込
）
程

度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
の

受
講
生
を
追
加
募
集
中
で
す

　
年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ぶ
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
：
人
吉
球
磨
に
居
住
し

て
い
る
60
歳
以
上
の
方
（
50
歳
以

上
で
も
可
）

講
座
内
容
：
地
域
の
歴
史
及
び
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康

づ
く
り
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ

の
他

日
時
：
原
則
と
し
て
毎
月
第
3
月

曜
日
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
：
中
小
企
業
大
学
校
　
人
吉

校
　
他

定
員
：
1
0
0
名
程
度

受
講
料
：
年
額
　
6
千
円
（
2
回

分
割
）
入
学
金
　
千
円

申
し
込
み
方
法
：
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
方

法
（
電
話
等
）
を
記
入
し
6
月
10

日
ま
で
に
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
＝
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

〒
8
6
8
–
0
0
2
4 

人
吉
市
鶴

田
町
1
6
　
米
津
方

☎
2
2
ー
4
4
7
7

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
法
に
基
づ
き
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど

の
社
会
参
加
や
社
会
的
自
立
に
困

難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
等
を

対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で

す
。
従
来
の
縦
割
り
的
な
対
応
で

な
く
、
支
援
機
関
（
医
療
・
就

労
・
生
活
・
学
校
等
）
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
み

な
さ
ま
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
、
安

心
し
て
、
ご
相
談
出
来
る
と
こ
ろ

で
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
も
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
：
主
に
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

方
と
そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知

人
、
支
援
者
等

料
金
：
無
料

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
〜
C
O
C
O
N
こ

こ
ん
〜

☎
0
9
6
ー
3
8
7
ー
7
0
0
0

（
月
〜
金
8
時
30
分
か
ら
21
時
）

M
A

IL
kow

aka-cocon@
w

ind.ocn.
ne.jp

（
※
メ
ー
ル
相
談
は
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、返
信
は
8
時

30
分
〜
17
時
30
分
と
な
り
ま
す
。）

H
P 

http://kow
aka-cocon.jp/

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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募

　集

金
婚
夫
婦
表
彰
の
対
象
夫
婦
の

調
査
を
し
ま
す

　
9
月
11
日
（
金
）
〔
予
定
〕
に

「
第
62
回
金
婚
夫
婦
表
彰
」
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
ご
夫
婦
の
調
査
を

各
区
長
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

6
月
の
は
じ
め
に
回
覧
に
よ
り
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
方
は
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

①
昭
和
45
年
1
月
1
日
か
ら
12
月

31
日
の
間
に
婚
姻
を
届
け
ら
れ
、

夫
婦
と
も
ご
存
命
の
方
。

※
昭
和
45
年
に
結
婚
式
を
挙
げ
た

も
の
の
、
入
籍
が
翌
年
以
降
に
ず

れ
込
ん
だ
方
に
つ
い
て
も
、
第
三

者
の
証
明
が
あ
れ
ば
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

②
昭
和
45
年
以
前
に
結
婚
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
当
表
彰
式
に
届
け

出
て
い
な
か
っ
た
方
。

③
入
籍
後
、
一
度
離
婚
し
た
が
再

び
入
籍
し
通
算
50
年
に
な
る
方
。

（
注
）対
象
と
な
ら
な
い
方

　
新
聞
に
お
名
前
を
載
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
。

※
当
事
業
は
熊
本
日
日
新
聞
社
の

主
催
で
あ
り
、
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
ご
夫
婦
に
お
祝
い
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
新
聞
紙
面
を
通
し
て
広

く
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問
＝
健
康
保
険
課

☎
3
8
ー
1
1
1
3

児
童
手
当
　現
況
届
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

中
の
方
は
、
毎
年
6
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
現
在

の
状
況
を
把
握
し
、
6
月
分
以
降
の

児
童
手
当
等
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
（
児
童
の
監
督
や
保
護
、
生
計

同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　
対
象
者
に
は
現
況
届
に
関
す
る

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
通
知
に
同
封
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
に
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
必
着

問
＝
住
民
福
祉
課

☎
3
8
ー
1
1
1
2

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
た
人
権
へ
の
配
慮
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

し
た
憶
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行

動
は
、
過
度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰

か
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
の
皆
様
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
に
惑

　
わ
さ
れ
な
い
。

○
不
確
か
な
情
報
は
決
し
て
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
な
ど
で
広
め
な
い
。

○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る

　
正
確
な
情
報
を
入
手
す
る
。

○
正
確
な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、

　
行
動
を
す
る
。　
　
　
　
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
0
0

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
人
権
侵
害
を
受
け
た

場
合
は
、
窓
口
で
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
＝
県
人
権
同
和
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
9
9

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
各
種
電
話
相
談
窓
口

に
つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
帰
国
者
・
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
人
吉
保
健
所

が
対
応
し
て
い
た
相
談
窓
口
を
県

が
一
元
的
に
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
相
談
内
容
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
そ
の
方
へ
適
切

な
診
察
を
行
う
「
帰
国
者
・
接
触

者
外
来
」
へ
の
受
診
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
少
な
く
と
も
以
下
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
こ
れ
ら
に

該
当
し
な
い
場
合
の
相
談
も
可
能

で
す
。
）

・
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
、
強

　
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
、
高
熱

　
等
の
強
い
症
状
の
い
ず
れ
か
が

　
あ
る
場
合

・
重
症
化
し
や
す
い
方（
※
）で
、

　
発
熱
や
咳
な
ど
の
比
較
的
軽
い

　
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合

（
※
）高
齢
者
、糖
尿
病
、心
不
全
、

呼
吸
器
疾
患（
C
O
P
D
等
）の
基

礎
疾
患
が
あ
る
方
や
透
析
を
受
け

て
い
る
方
、免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん

剤
等
を
用
い
て
い
る
方

・
上
記
以
外
の
方
で
発
熱
や
咳
な

　
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

　
続
く
場
合

（
症
状
が
4
日
以
上
続
く
場
合
は

必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
症
状
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
強

い
症
状
と
思
う
場
合
は
す
ぐ
に
相

談
し
て
下
さ
い
。
解
熱
剤
な
ど
を

飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

も
同
様
で
す
。
）

☆
お
子
様
を
お
持
ち
の
方
は
、
小

児
科
医
の
診
察
が
望
ま
し
い
の

で
、
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口
（
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
）
や
か
か
り
つ
け
小

児
医
療
機
関
に
、
ま
た
妊
婦
の
方

は
念
の
た
め
早
め
に
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
目
安
は
町
民
の
方

が
相
談
・
受
診
す
る
目
安
で
す
。

こ
れ
ま
で
通
り
、
検
査
に
つ
い
て

は
医
師
が
個
別
に
判
断
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
＝
熊
本
県
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
専
用
相
談
窓
口

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
9
6
ー
3
0
0
ー
5
9
0
9

（
24
時
間
対
応
）

【
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
相
談

窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
、
ま
た
は

そ
の
恐
れ
が
あ
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
九

州
経
済
産
業
局
の
ほ
か
、
県
内
で

も
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
売
上
減
少
な
ど
が
生
じ

て
い
る
県
内
中
小
企
業
は
、
県
の

融
資
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
商
工
振
興
金
融
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
4

問
＝
人
吉
商
工
会
議
所

☎
2
2
ー
3
1
0
1

【
住
宅
宿
泊
事
業
者
相
談
窓
口
】

　
観
光
庁
に
お
い
て
、
感
染
症
な

ど
を
起
因
と
し
た
外
国
人
観
光
客

の
減
少
な
ど
、
経
営
環
境
の
変
化

に
直
面
し
て
い
る
宿
泊
事
業
者
向

け
の
特
別
相
談
窓
口
が
九
州
運
輸

局
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、九
州
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
九
州
運
輸
局
観
光
部
観
光
企

画
課

☎
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
0  

c
0
9
2
ー
4
7
2
ー
2
3
3
4

【
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
相
談
窓
口
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
に
よ
り
、
お
困
り
の
ひ
と

り
親
家
庭
の
方
々
に
対
す
る
相
談

窓
口
な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉

協
議
会

・
熊
本
市
以
外

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
6

・
熊
本
市

☎
0
9
6
ー
3
3
1
ー
6
7
3
7

・
相
談
対
応
時
間

　
火
〜
金
：
9
時
〜
19
時

　
土
日
祝
：
9
時
〜
17
時

※
L
I
N
E
で
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
＝
球
磨
福
祉
事
務
所

☎
2
2
ー
1
0
4
0

・
相
談
対
応
時
間

　
平
日
：
9
時
〜
16
時

※
相
談
窓
口
に
よ
っ
て
相
談
時
間

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
電
話
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
特
別
労
働
相
談
窓
口
】

　
熊
本
労
働
局
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
る
事
業
主
や
労
働
者
か
ら
の
さ

ま
ざ
ま
な
労
働
相
談
に
対
応
す
る

特
別
労
働
相
談
窓
口
が
以
下
の
と

お
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

場
所
：
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
【
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
】

※
各
労
働
基
準
監
督
署
内
に
設
置

し
て
い
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

対
象
：
求
職
者
、
労
働
者
、
事
業

主
な
ど

期
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
（
土

日
、
祝
日
除
く
）

☎
0
9
6
ー
3
5
2
ー
3
8
6
5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
熊
本
県
中
小
企
業
者

向
け
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

つ
い
て

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
者
の

方
向
け
に
、
経
営
等
相
談
窓
口
や

各
種
融
資
・
補
助
制
度
、
雇
用
関

係
の
助
成
金
な
ど
を
ま
と
め
た
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
順
次
、
内
容
を
更
新
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
熊
本
県
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク

検
索

問
＝
県
商
工
政
策
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
1
3

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
農
業
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
！

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
農
家
の
方
々
へ

の
直
接
的
な
営
農
相
談
や
農
業
情

報
の
提
供
が
困
難
な
状
況
で
す
。

県
で
は
、
農
業
情
報
サ
イ
ト
「
ア

グ
リ
く
ま
も
と
」
に
お
い
て
緊
急

情
報
を
は
じ
め
多
彩
な
技
術
情

報
、
今
話
題
の
ス
マ
ー
ト
農
業
な

ど
の
営
農
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ル
マ
ガ
配
信
も
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
登
録
お

願
い
し
ま
す
。

問
＝
県
農
業
技
術
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
3
8
0

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
外
国
人
の
方
や
そ
の

ご
家
族
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
多
言
語
（
日
本

語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
）
に
よ
り
広
く

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
来
庁

に
よ
り
相
談
可
能
で
す
。

　
お
困
り
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
：
県
庁
行
政
棟
本
館
7
階

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課
横
）

相
談
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
等
閉
庁
日
を
除
く
）
8
時

30
分
〜
17
時
15
分

☎
0
8
0
ー
4
2
7
5
ー
4
4
8
9

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令
和
2
年
度
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
年
齢
要
件
を

緩
和
し
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
特
定
不
妊
治
療
を

延
期
し
た
場
合
、
助
成
対
象
者
・

通
算
助
成
回
数
の
年
齢
要
件
を
以

下
の
と
お
り
緩
和
し
ま
す
。

【
助
成
対
象
者
】初
回
治
療
開
始
日

の
妻
の
年
齢
が
44
歳
に
達
す
る
前

日
ま
で
の
夫
婦

【
通
算
助
成
回
数
】初
回
助
成
時
の

治
療
開
始
日
の
妻
の
年
齢
が
41
歳

未
満
の
場
合
、通
算
助
成
回
数
6

回　
詳
し
く
は
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
県
子
ど
も
未
来
課

☎
0
9
6
ー
3
3
3
ー
2
2
0
9

「
震
災
夜
間
法
律
相
談
会
」の

面
談
相
談
一
時
休
止
と
ウ
ェ
ブ

面
談
相
談
会
開
始
に
つ
い
て

　
熊
本
県
青
年
司
法
書
士
会
が
主

催
す
る
「
震
災
夜
間
法
律
相
談

会
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
震
災
に
よ
る
生
活
の
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
面
談

相
談
を
一
時
休
止
し
、
新
た
に

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
を
開
始
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
震
災
以
外
の
お
困
り
ご
と
に
つ

い
て
も
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
：
毎
週 

月
曜
・
木
曜
（
祝
祭

日
は
除
く
）
18
時
〜
20
時

電
話
相
談
：
0
9
6
–
3
6
4
–

0
8
0
0
（
無
料
・
予
約
不
要
）

ウ
ェ
ブ
面
談
相
談
（
5
月
7
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
）
：
下
記
ア
ド
レ
ス
宛

に
氏
名
、
希
望
日
時
、
連
絡
先
等

を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
予
約
。

予
約
先
ア
ド
レ
ス
：kum

am
oto.

Seinen.shihoushoshi@
G

m
ail.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
の
予

約
、
L
I
N
E
で
の
予
約
も
可
能

で
す
。

　
詳
細
は
、
熊
本
県
青
年
司
法
書

士
会
H
P
（http://w

w
w

.yu-
seishi.jp/

）
で
案
内
し
て
い
ま

す
。

※
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

の
予
約
は
5
月
中
旬
よ
り
可
能
に

な
る
予
定
で
す
。

問
＝

電
話
相
談
：
熊
本
県
司
法
書
士
会

☎
0
9
6
ー
3
6
4
ー
2
8
8
9

ウ
ェ
ブ
相
談
：司
法
書
士 

磯
﨑
耕
輔

☎
0
9
6
7
ー
4
6
ー
3
8
7
6

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

技
能
講
習・特
別
教
育

○
働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

内
容
：
表
計
算
ソ
フ
ト
の
基
礎
か

ら
実
用
資
料
作
成
編

日
時
：
6
月
15
日
（
月
）
〜
9
月

3
日
（
木
）
毎
週
月
曜
・
木
曜
　

計
21
回
（
7
月
13
日
及
び
祝
日
休

み
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

受
講
料
：
1
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代

込
み
）

○
技
能
講
習
・
特
別
教
育

　
6
月
開
催
の
技
能
講
習
・
特
別

教
育
は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
い

た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場
所
：
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球
磨

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

問・申
＝
職
業
訓
練
法
人
人
吉
球

磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
ー
2
4
7
5

H
P

 http//w
w

w
.hk-nou

-
kaicenter.com

/

障
が
い
者
委
託
訓
練
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
本
校
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
パ
ソ
コ
ン
習
得
科
】

　
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
、
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学

び
、
資
格
取
得
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
：
6
月
30
日
（
火
）
ま

で訓
練
期
間
：
8
月
3
日
（
月
）
か

ら
10
月
28
日
（
水
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間
・
訓
練
は
月
曜
、
水
曜 

午
後

6
時
30
分
よ
り
2
時
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
9
，
9
0
0
円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

【
パ
ソ
コ
ン
事
務
習
得
科
】

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練

受
講
対
象
：
身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）
、
精
神
、
発

達
、
難
病
、
高
次
脳
※
知
的
は
要

相
談

定
員
：
10
名

内
容
：
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
他
）
の
技

術
や
事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得

し
ま
す

募
集
期
限
：
5
月
11
日
（
月
）
か

ら
6
月
30
日
（
火
）
ま
で

訓
練
期
間
：
8
月
4
日
（
火
）
か

ら
10
月
30
日
（
金
）
ま
で
※
3
ヶ

月
間

経
費
：
受
講
料
無
料
　
テ
キ
ス
ト

代
1
2
，
1
0
0
円
（
税
込
）
程

度

訓
練
場
所
：
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
人
吉
校

問
＝
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

た
は
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
9
6
ー
2
9
7
ー
9
9
1
5

　
受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

人
吉
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
の

受
講
生
を
追
加
募
集
中
で
す

　
年
間
10
回
程
度
の
講
座
で
、
毎

回
テ
ー
マ
は
異
な
り
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
学

ぶ
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
学
資
格
：
人
吉
球
磨
に
居
住
し

て
い
る
60
歳
以
上
の
方
（
50
歳
以

上
で
も
可
）

講
座
内
容
：
地
域
の
歴
史
及
び
文

化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
・
健
康

づ
く
り
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ

の
他

日
時
：
原
則
と
し
て
毎
月
第
3
月

曜
日
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
：
中
小
企
業
大
学
校
　
人
吉

校
　
他

定
員
：
1
0
0
名
程
度

受
講
料
：
年
額
　
6
千
円
（
2
回

分
割
）
入
学
金
　
千
円

申
し
込
み
方
法
：
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
方

法
（
電
話
等
）
を
記
入
し
6
月
10

日
ま
で
に
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問・申
＝
さ
わ
や
か
大
学
事
務
局

〒
8
6
8
–
0
0
2
4 

人
吉
市
鶴

田
町
1
6
　
米
津
方

☎
2
2
ー
4
4
7
7

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー

　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
相
談
セ

ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
推
進
法
に
基
づ
き
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど

の
社
会
参
加
や
社
会
的
自
立
に
困

難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者
等
を

対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で

す
。
従
来
の
縦
割
り
的
な
対
応
で

な
く
、
支
援
機
関
（
医
療
・
就

労
・
生
活
・
学
校
等
）
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
み

な
さ
ま
が
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
、
安

心
し
て
、
ご
相
談
出
来
る
と
こ
ろ

で
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
も
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
：
主
に
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の

方
と
そ
の
ご
家
族
、
友
人
、
知

人
、
支
援
者
等

料
金
：
無
料

問
＝
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
〜
C
O
C
O
N
こ

こ
ん
〜

☎
0
9
6
ー
3
8
7
ー
7
0
0
0

（
月
〜
金
8
時
30
分
か
ら
21
時
）

M
A

IL
kow

aka-cocon@
w

ind.ocn.
ne.jp

（
※
メ
ー
ル
相
談
は
24
時
間
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、返
信
は
8
時

30
分
〜
17
時
30
分
と
な
り
ま
す
。）

H
P 

http://kow
aka-cocon.jp/

申 =申し込み先 問=問い合わせ先申 =申し込み先 問=問い合わせ先
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命を守る

設置してますか？点検してますか？
住宅用火災警報器
命を守る

九州一斉 
住宅用火災警報器普及啓発キャンペーン実施中！

実施期間：６月１日～６月７日まで

設置してますか？点検してますか？
住宅用火災警報器

10年経ったら
交換を！

熊本県内すべての住宅に住宅用火災警報器が義務付けられた

平成２３年６月１日から令和２年６月１日で９年を迎えました。
※住宅用火災警報器は，古くなると電子部品の 寿命や電池切れなどで火災を
  検知しなくなることがありますので，機器本体を取り替えましょう。

人吉下球磨消防組合消防本部　　後援　　　　　　　　　　　　　熊本県
 

（お問い合わせは，人吉下球磨消防組合消防本部予防課まで）　ＴＥＬ0966-22-5241
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雨の季節に日ごろできない所を、お片づけしてみては？
子どもたちがお片づけしたくなるような本も紹介します。

「洗い方乾かし方」の
早引き便利帳

汚れおとし大事典 マンガで読む
人生がときめく片づけの魔法

マンガでわかる
散らからない仕組み

マーサとリーサ
お片づけのなやみ、
ひきうけます！

   錦町図書館または移動図書
館車でお借りいただいた本は、
木上コミュニティーセンター・
西コミュニティーセンターに設置
してあるブックポストへの返却
も可能ですので、
お気軽にご利用
     ください。

錦町図書館だより

図
書
館
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

新 刊 おすすめの本
           　一般書書名  　　　        著　者          児童書書名               　　   著　者

できない相談 
ベトナム戦争と私 
奇妙な瓦版の世界 
書く姿勢・持ち方を甘く見てはいけない 
オリンピック競技おもしろ大全 
絶対に知らないとヤバイ！家族信託の手続きの進め方 
小学生のノート術　成績が伸びる！ 

森絵都
石川文洋
森田健司
橋爪秀博
雑学総研
赤津寛紀
関塾

ふたご探偵　４ 
お金でほんとうに幸せになれる？ 
勉強脳のつくり方 
やぎのグッドウィン 
こころ 
おもしろミクロ生物の世界 
たまごの図鑑 

ペニ・ワーナー
古沢良太
池谷裕二
ドン・フリーマン
金子みすゞ
末友靖隆
大木邦彦

一般書 児童書

紙鑑定士の
事件ファイル
歌田  年
宝島社

ぼくのまつり縫い
神戸 遙真
偕成社

どんな紙でも見分けられる男、渡部が営む
事務所に「紙鑑定」と「神探偵」と勘違い
した女性が彼氏の浮気調査をしてほしいと
訪ねてくる。手がかりは、プラモデルの写
真１枚だけ。ダメ元で調査を始めていく
が、意外な真相にたどり着く　大量殺人計
画を示唆していることを知ってしまう。
2020年第18回「このミステリーがすご
い！」大賞受賞作    
 

ほんとうに好きなことに正直になりたい手芸
男子ストーリー！
ケガでサッカー部を休んでいた優人は、クラ
スメイトの糸井さんによって被服部の助っ人
にされてしまう。手芸が大好きなのにそれを
はずかしいと思い、サッカー仲間にも言えず
にいる優人だったが自分の気持ちにむきあっ
ていく。

錦町図書館　☎３８-３４２０
開 館 時 間　午前10時～午後６時まで
休　館　日　毎月第１水曜日
　　　　　　年末年始　12月29日～1月3日

雨の日はお片づけ日和！

7月 1日（水）は休館日です。
毎月第１水曜日は休館日です。（祝日の場合は、翌日が休館となります。）
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いします。

1 2 3  4 5 

8 9 10 11 12

15 16 17 18  19

22 23 24 25 26

29 30

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前
ベビーマッサージ
午後　広場

午前　サークル
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

● 6 月の子育て支援センター ●
対 象 内 　 容

3日

8日

10日

11日

17日

22日

25日

親子製作遊び

身体測定
親子遊び

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

親子運動あそび

身体測定
親子遊び

足型アート

要予約

はいはい
もも

はいはい
もも

全

全

ねんね

ねんね

※新型コロナウィルス感染症の発生状況によっ
　ては、予定を変更する場合があります。

えのぐを使って、はじき絵のアイスクリームおいしそう。食べたくなっちゃった♥

丸シールでクリスマスツリーをステキに飾ろう！

アジサイ・コスモスきれいだね。楽しいね大きく
なったら、ハサミ・のり・クレヨンも使ってみよう。

ハロウィンの大きな
コウモリちょっと
こわいなぁ

お子様の成長に合わせた季節の

製作遊びを用意しております。子育てサークルの親子製作遊び

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）

　婚活コーナー

出張年金相談予約制のご案内
【令和2年6月開催予定】

毎週月曜日 　　　　　　　　　第 1・3 水曜日　　　　　 第 2・4 水曜日 

【相談時間】９：００～１７：００　　※１２：００～１３：００の時間帯は除く

人吉市東西コミュニティセンター 錦町総合福祉センター    　多良木町役場

1日・8日・15日・22日・29日  　3日・17日　　　　   10日・24日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当　☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時
　※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください
　出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。

※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
八代年金事務所 お客様相談室 予約受付電話（０９６５）-３５-６１２３　自動音声後、①→②を押してください。

「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」
「ステキな出会いを…」
「そろそろ結婚を！」 そんなあなたへそんなあなたへそんなあなたへ

☆錦町外問わず新規会員、随時募集中！☆

◇　メールでのご相談
◇　新規会員登録者1名の面談
◇　１対1お見合い希望者2名の面談

◇　メールでのご相談
◇　新規・再入会の登録と面談
◇　１対1お見合い希望者の面談

※今後の予定は、中止や変更させていただく場合があります。
※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
１対1お見合い（事前に相談員との面談が必要です）・
プチお見合い・イベント等は検討中です。ご了承ください。

◆4月の報告◆ ◆今後の予定◆

◇相談員専用メールアドレス
　nishiki-konnkatsu@ezweb.ne.jp
◇錦町役場 住民福祉課 住民係　☎ ０９６６－３８－１１１２ 

◉ご相談や会員登録のお申し込み等、お気軽にお問い合わせください。
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錦町子育て支援センター
からのお知らせ

錦町子育て支援センターは、楽しみながら子育てができるよう
に、親子の交流や情報交換の場として、錦町保健センタ―内に
開設しています。どうぞ、お気軽にお越しください。

　☎3 8 -2 0 4 8（錦町保健センター内）

月 火 水 木 金

ももくらぶ

（歩けるようになったら）

はいはいコース

（生後７ヶ月頃から）

ねんねコース

（生後1ヶ月から）

・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、乳幼児のおもちゃや、
　おんぶもっこなどを作ることができる他、保護者間の情報交換の場として楽しく
　利用できます。
※健診等により、開設していない日もありますので、ご利用の際は事前に電話での連絡をお願いします。

1 2 3  4 5 

8 9 10 11 12

15 16 17 18  19

22 23 24 25 26

29 30

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前　サークル
午後　広場

午前
ベビーマッサージ
午後　広場

午前　サークル
午後　×

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　×
午後　広場

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

午前　広場
午後　×

● 6 月の子育て支援センター ●
対 象 内 　 容

3日

8日

10日

11日

17日

22日

25日

親子製作遊び

身体測定
親子遊び

ベビーマッサージ

貸し出し絵本と
読み聞かせの会
身体測定

親子運動あそび

身体測定
親子遊び

足型アート

要予約

はいはい
もも

はいはい
もも

全

全

ねんね

ねんね

※新型コロナウィルス感染症の発生状況によっ
　ては、予定を変更する場合があります。

えのぐを使って、はじき絵のアイスクリームおいしそう。食べたくなっちゃった♥

丸シールでクリスマスツリーをステキに飾ろう！

アジサイ・コスモスきれいだね。楽しいね大きく
なったら、ハサミ・のり・クレヨンも使ってみよう。

ハロウィンの大きな
コウモリちょっと
こわいなぁ

お子様の成長に合わせた季節の

製作遊びを用意しております。子育てサークルの親子製作遊び

子
育
て
サ
ー
ク
ル 活動日の　10：00 ～ 12：00

広
　
場

開設日：月曜日～金曜日　（10：00～16：00）
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令和2年
7月から

高齢者のタクシー利用
　助成制度が変わります

錦町地域包括支援セン
ターに新しい仲間が加
わりました。

たけした  あい こ

竹下 和子です
よろしくお願いします！

認知症地域支援推進員

はじめまして！

交付枚数
1枚あたりの助成額
1回あたりの利用制限
申請時期
使用期限

助成対象者
（変更なし）

次の①～④の要件にすべて該当する方
① ６５歳以上の方
② 自家用車を所有していない世帯であること
③ 町民税非課税世帯であること
④ 町税及び使用料等の滞納がない世帯であること

これまで
２４枚
300円
1枚まで

随時（1年に1回）
申請日から１年間

これから
２４枚
５００円
何枚でも
毎年６月

翌６月３０日まで

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

　錦町では、自家用車を持たない 非課税世帯の高齢者等（65歳以上）に対し、平成
20年度からタクシー料金の助成を行っておりましたが、より利用しやすくするため、
令和２年７月から下記のとおり制度の見直しを行います。

【主な改正点】

現在利用している方は６月中に申請をお願いします。新規の方は、随時受け付けます

○１枚あたりの助成額がアップ
　300円　 ⇒　500円　
○１回あたりの利用制限を撤廃
　１回あたり　１枚（300円） ⇒　タクシー料金の範囲内で制限なし
○申請時期と有効期限を６月に統一

以前に交付を受けた　お手持ちの改正前の利用券（300円）のうち、
使用期限の欄に　令和２年７月１日以降の日付が　記載されているもの　は、

令和２年６月３０日 が 使用期限となり７月以降使用できませんので、新たに申請が必要です

　錦町では、令和２年４月１日から薬物治療等の一般不妊治療や
人工授精に対しても助成を始めます。

下記のすべてに該当する方が対象になります。
１．治療期間の初日における妻の年齢が４１歳未満であること
２．法律上の婚姻関係にある夫婦
３．夫婦又は夫婦のいずれか一方が錦町に住所を有し、今後も居住予定の方
４．他市町村で同一の助成を受けてない方（熊本県の助成は除く）

こんにちは
保健師です

問合せ　錦町保健センター　☎38 -2 0 4 8

錦町不妊治療費の
助成について

保健師　岩﨑　穂奈美

●対象者

１．錦町不妊治療費助成事業申請兼請求書
２．錦町不妊治療費助成事業医療機関証明書(領収書はコピー添付)
３．錦町不妊治療費助成事業保険薬局等証明書(投薬を受けた方のみ必要)
４．被保険者証、受給資格者票加入者証及び組合員証(コピー添付)
５．その他町長が必要と認める書類
＊申請期限は、治療を開始した月から１２カ月以内です（R2.4.1以降の治療が対象）

●申請に必要な書類

一般不妊治療（保険適応）　
助成限度額は自己負担分の年間限度額５万円です。
助成期間は初回申請の治療開始日に属する月から継続して3年間です。

●助成内容

人工授精（保険適応外）　助成限度額は夫婦1組につき通算5万円です。

〈例〉　　初回申請の治療開始日が令和２年６月５日の場合
　　　　　助成期間は、令和２年６月から令和５年５月３１日まで
　　　　　助成額は、１年度につき最大５万円まで

請求書などの用紙はホームページにも
掲載しています。

助成期間：3年間
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令和2年
7月から

高齢者のタクシー利用
　助成制度が変わります

錦町地域包括支援セン
ターに新しい仲間が加
わりました。

たけした  あい こ

竹下 和子です
よろしくお願いします！

認知症地域支援推進員

はじめまして！

交付枚数
1枚あたりの助成額
1回あたりの利用制限
申請時期
使用期限

助成対象者
（変更なし）

次の①～④の要件にすべて該当する方
① ６５歳以上の方
② 自家用車を所有していない世帯であること
③ 町民税非課税世帯であること
④ 町税及び使用料等の滞納がない世帯であること

これまで
２４枚
300円
1枚まで

随時（1年に1回）
申請日から１年間

これから
２４枚
５００円
何枚でも
毎年６月

翌６月３０日まで

地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 便 り

錦町
問合せ

錦町地域包括支援センター　☎38－4020

　錦町では、自家用車を持たない 非課税世帯の高齢者等（65歳以上）に対し、平成
20年度からタクシー料金の助成を行っておりましたが、より利用しやすくするため、
令和２年７月から下記のとおり制度の見直しを行います。

【主な改正点】

現在利用している方は６月中に申請をお願いします。新規の方は、随時受け付けます

○１枚あたりの助成額がアップ
　300円　 ⇒　500円　
○１回あたりの利用制限を撤廃
　１回あたり　１枚（300円） ⇒　タクシー料金の範囲内で制限なし
○申請時期と有効期限を６月に統一

以前に交付を受けた　お手持ちの改正前の利用券（300円）のうち、
使用期限の欄に　令和２年７月１日以降の日付が　記載されているもの　は、

令和２年６月３０日 が 使用期限となり７月以降使用できませんので、新たに申請が必要です
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の
笠
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と
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あ
な
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た
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て

み
ま
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ん
か
。
ペ
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で
構
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ま
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お
気
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に
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光
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い
。
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日
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月
10
日
（
水
）

き
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と
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ひ
な
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4月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，８69（＋34）　　  ○総人口　１０，474（＋31）　　  ○男　4,976（＋22）　　  ○女　５，498（＋9）
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。

　
オ
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。
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。
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パ
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ま
だ
こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を

増
や
し
て
、
美
容
師
の
仕
事
の
楽
し

さ
、
面
白
さ
、
や
り
が
い
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

◆
次
回
は
　
西
久
保
◆

◆
竹
田
　
生
史
さ
ん
で
す
◆

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
4
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
、
突
然

ホ
タ
ル
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
家
族

を
連
れ
て
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
時
期
が
早
く
、
飛
ん
で
い
る
数
は

そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
神
秘
的
な
光
を
見
て
心
が
癒
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
６
月
上
旬
ま

で
の
間
、
夕
食
後
の
散
歩
を
兼
ね

て
、
何
度
も
何
度
も
見
に
行
く
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
お
茶
畑
が
広

が
る
台
地
の
「
爽
や
か
な
新
緑
」
に

な
り
ま
し
た
。

　
車
で
通
り
な
が
ら
眺
め
て
も
圧
巻

の
景
色
で
す
。
特
に
こ
の
季
節
の
葉

の
色
は
柔
ら
か
く
温
か
み
が
あ
り
、

格
別
で
す
。

　
ホ
タ
ル
と
同
様
に
、
都
会
の
方
々

に
紹
介
し
た
い
故
郷
の
風
景
の
一
つ

で
す
。

蓑
田
和
也

オープンしたての頃

ハロウィン

ドロシーと一緒に

ご
誕
生

思いつくまま
横谷　芳之さん
（一武　小川）
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■人の動き

T
・
晴
美

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に

塗
り
絵
帳
休
校
中
に
次
々
増
え
る

花
柄
や
こ
だ
わ
り
の
マ
ス
ク
す
る
人
も

ず
り
下
が
る
マ
ス
ク
す
る
人
も
あ
り

 

ざ
る
そ
ば
の
「
ほ
ぐ
し
水
」
の
使
い
方

小
三
の
吾
子
が
教
え
て
く
れ
し

T
・
晴
美

薔
薇
を
伐
る 

人
来
ぬ
よ
う
に
と 

何
万
も

非
常
時
も
さ
く
ら
ん
ぼ
赤
く
な
り
に
け
り 

坂
本
　
敦
子

さ
わ
や
か
に 

つ
ば
め
舞
い
込
む 

仏
間
に
も

五
月
晴
れ
　
庭
庭
改
造
　
令
和
風

名
ド
ク
タ
ー
　
魔
法
の
技
に
　
感
謝
す

手
術
台
　
万
華
鏡
の
世
界
　
七
分
間

感
動
す
　
四
十
五
年
ぶ
り
の
　
世
の
中

ぼ
ん
や
り
と
　
ま
ぼ
ろ
し
の
様
　
別
世
界

給
食
の
　
上
膳
下
膳
が
　
あ
り
が
た
い

テ
ィ
ー
ル
ー
ム
　
球
磨
弁
使
い
　
仲
間
入
り

談
話
室
　
評
論
家
多
い
　
外
野
席

コ
ケ
コ
ッ
コ
　
響
く
歌
声
　
目
覚
め
る

坂
本
　
敦
子

う
す
ぬ
っ
か 

と
う
と
う
名
前 

出
て
こ
な
い

う
す
ぬ
っ
か 

隣
の
部
屋
へ 
ま
ぐ
れ
込
み

小
畑
　
桐
音
　
　（
龍
太
・
愛
華
）

　
　
　  

　
西
下
松
里

安
田
　
里
月
　
　（
貴
栄
・
紗
妃
）

　
　
　  

　
一
武
狩
政

大
坪
　
蒼
弥
　
　（
大
地
・
郁
香
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

弓
削
田
　
こ
こ
ね（
真
一
郎
・
め
ぐ
み
）

　
　
　  

　
西
内
門

嶋
村
　
碧
　
　
　（
慎
太
朗
・
幸
恵
）

　
　
　  

　
一
武
上
平
岩

日
根
野
　
め
い
　（
剛
・
ま
ど
か
）

　
　
　  

　
西
上
松
里

那
須
　
悠
友
　
　（
裕
貴
・
仁
美
）

　
　
　  

　
一
武
西
原

井
口
　
陽
翔
　
　（
寛
之
・
陽
子
）

　
　
　  

　
西
下
井
手
ノ
口

園
　
拓
海
　
　
　（
大
分
県
）

西
嶋
　
沙
也
花
　（
一
武
浜
川
）

岡
本
　
陵
　
　
　（
あ
さ
ぎ
り
町
）

尾
方
　
美
季
子
　（
木
上
野
間
）

前
田
　
祥
太
　
　（
木
上
下
平
良
）

仮
屋
　
美
智
子
　（
人
吉
市
）

木
野
　
博
行
　（
71
歳
）　
西
上
黒
辺
田
野

丸
目
　
悠
子
　（
91
歳
）　
一
武
下
忠
ケ
原

☆
次
回
（
7
月
号
）
の
笠

◆
と
っ
ぱ
す
け
（
あ
わ
て
者
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　締
切
日

　6
月
10
日
（
水
）

き
り
と

り
つ
き

そ
う
や

ひ
さ
と

ひ
な
と

あ
お

4月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　３，８69（＋34）　　  ○総人口　１０，474（＋31）　　  ○男　4,976（＋22）　　  ○女　５，498（＋9）

あ
こ

に
　
わ

　
こ
ん
に
ち
は
。
く
ら
ん
ど
公
園
の
横

で
ル
パ
ン
と
い
う
美
容
室
を
営
ん
で
お

り
ま
す
横
谷
で
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
、
早
い
も
の
で
今
年

で
24
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
嫁
と
２
人
で
始

め
ま
し
た
が
、
や
っ
て
い
け
る
の
か
不

安
で
、
ど
う
す
れ
ば
お
客
様
が
来
て
頂

け
る
の
か
試
行
錯
誤
で
し
た
。

　
国
道
沿
い
で
、
結
構
車
も
通
る
の

で
、
こ
こ
に
新
し
く
美
容
室
が
出
来
た

こ
と
を
気
づ
い
て
も
ら
う
為
に
「
美
容

室
ル
パ
ン
」
と
書
い
た
紙
を
背
中
に

貼
っ
て
国
道
沿
い
を
掃
除
し
た
り
、
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
の
写
真
を
沢
山
貼
っ
て
外

に
置
い
て
み
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
色
々
外
に
向
か
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
く
う
ち
に
、
人
形
を
椅
子
に
座
ら
せ

て
置
い
て
み
た
り
、
車
の
上
に
乗
せ
て

み
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
何
か

な
い
か
な
？
と
思
い
つ
い
た
の
が
、
面

白
い
一
言
を
書
い
て
み
る
！
で
し
た
。

見
て
く
れ
た
人
が
少
し
笑
っ
て
く
れ
た

り
、
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
た

ら
い
い
な
ー
と
。
そ
の
時
か
ら
、
人
形

を
立
た
せ
て
そ
の
時
に
思
い
つ
い
た
言

葉
を
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
書
く

言
葉
は
懐
か
し
い
方
言
が
多
い
で
す
。

そ
れ
と
、
自
分
の
中
で
ク
ス
ッ
と
な
る

一
言
だ
っ
た
り
。

　
こ
の
人
形
に
は
名
前
が
あ
り
ま
す
。

ド
ロ
シ
ー
で
す
！
ル
パ
ン
の
初
め
て
の

ス
タ
ッ
フ
で
す
。
〔
笑
〕

　
最
初
の
頃
は
「
怖
い
」
「
気
持
ち
悪

い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
「
面
白
い
」
「
店
の
前
を
通
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
る
」
と
喜
ん
で
く
れ

る
人
も
い
て
、
と
り
あ
え
ず
気
づ
い
て

も
ら
う
こ
と
に
は
成
功
し
ま
し
た
。

が
、
店
よ
り
、
ド
ロ
シ
ー
が
目
立
ち
す

ぎ
て
「
変
な
人
形
が
あ
る
美
容
室
」
と

覚
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
店
で
す
が
、
今
で
は
６
人
の

素
晴
ら
し
い
ス
タ
ッ
フ
と
、
ち
ょ
っ
と
抜

け
た
嫁
と
、
土
日
祝
日
に
老
体
に
鞭

打
っ
て
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
父
母
に

支
え
ら
れ
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
に
は
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
ス
タ
ッ
フ
を

増
や
し
て
、
美
容
師
の
仕
事
の
楽
し

さ
、
面
白
さ
、
や
り
が
い
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

◆
次
回
は
　
西
久
保
◆

◆
竹
田
　
生
史
さ
ん
で
す
◆

短

　歌

に
し
き
狂
句

俳

　句

錦
み
ん
な
の
歌
会

ご
結
婚

お
く
や
み

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、と
も
に
4
月

受
付
分
で
す
。更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分

の
み
と
し
、承
諾
を
頂
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
皆
さ
ん
が
普
段
思
って
い

る
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
次
の
方
へペ
ン

リ
レ
ー
す
る
も
の
で
す
。次
号
の
方
へ
の
紹
介

は
今
号
の
筆
者
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
、
突
然

ホ
タ
ル
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
家
族

を
連
れ
て
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
時
期
が
早
く
、
飛
ん
で
い
る
数
は

そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
神
秘
的
な
光
を
見
て
心
が
癒
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
６
月
上
旬
ま

で
の
間
、
夕
食
後
の
散
歩
を
兼
ね

て
、
何
度
も
何
度
も
見
に
行
く
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

　
今
月
号
の
表
紙
は
、
お
茶
畑
が
広

が
る
台
地
の
「
爽
や
か
な
新
緑
」
に

な
り
ま
し
た
。

　
車
で
通
り
な
が
ら
眺
め
て
も
圧
巻

の
景
色
で
す
。
特
に
こ
の
季
節
の
葉

の
色
は
柔
ら
か
く
温
か
み
が
あ
り
、

格
別
で
す
。

　
ホ
タ
ル
と
同
様
に
、
都
会
の
方
々

に
紹
介
し
た
い
故
郷
の
風
景
の
一
つ

で
す
。

蓑
田
和
也

オープンしたての頃

ハロウィン

ドロシーと一緒に

ご
誕
生

思いつくまま
横谷　芳之さん
（一武　小川）
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集
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エコバッグ

（マイバッグ）を

持ち歩こう

レジ袋有料化に関する問合せはこちら 制度の内容など詳しくは、

右のＱＲコードから

ご確認ください

　プラスチックは、非常に便利な素材です。成形しやすく、軽くて丈夫で密
閉性も高いため、製品の軽量化や食品ロスの削減など、あらゆる分野で私た
ちの生活に貢献しています。一方で、廃棄物・資源制約、海洋プラスチック
ごみ、地球温暖化などの課題もあります。私たちは、プラスチックの過剰な
使用を抑制し、賢く利用していく必要があります。
　このような状況を踏まえ、令和２年７月１日から、全国でプラスチック製
買物袋、いわゆるレジ袋の有料化を行うこととなりました。
普段何気なくもらっているレジ袋を有料化することで、それ
が本当に必要かを考えていただき、私たちのライフスタイル
を見直すきっかけとすることを目的としています。
　皆さんも、レジ袋有料化をきっかけに自身のライフスタイ
ルを見つめ直し、エコバッグを持ち歩くなど、できるところ
からプラスチックを賢く使う工夫をしてみましょう。 
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